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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で表される化合物：
ＣnＨ2n+1－（Ｏ－ＣＨ2ＣＨ2）p－Ｏ－（ＣＨ2）3－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－ＣmＨ2m+1　…　
（１）
（一般式（１）中、Ｏは酸素原子であり、Ｃは炭素原子であり、Ｈは水素原子であり、ｍ
は１～１８の整数であり、ｎは８～１２の整数であり、ｐは１の整数であり、且つ２ ≦ 
ｎ＋ｍ ≦ ３０を満たす。）。
【請求項２】
　上記一般式（１）中、ｍは１～１４の整数であり、ｎは８～１２の整数であり、ｐは１
であり、且つ５ ≦ ｎ＋ｍ ≦ ２６を満たすことを特徴とする、請求項１に記載の化合物
。
【請求項３】
　下記一般式（１）で表され、且つ４０℃動粘度（ｖ）が４ｍｍ２/ｓ ≦ ｖ ≦３０ｍｍ
２/ｓ、蒸発量が１０重量％以下、且つ酸価が０．５ｍｇＫＯＨ／ｇ以下を満たす化合物
を含有し、
　上記蒸発量は、材質ＳＵＳ３０４、内径２０ｍｍ、高さ３５ｍｍの円筒型試験容器に、
上記化合物を２ｇ入れ、所定の温度に設定した回転盤付恒温槽に静置して観察し、分子量
が３８０未満の化合物については、試験温度を１４０℃、試験時間を２４時間として試験
を行い、分子量が３８０以上の化合物については、試験温度を１８０℃、試験時間を１８
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時間として試験を行った値であり、
　上記酸価は、ＪＩＳ Ｋ ２５０１に準じ、測定した値であることを特徴とする潤滑剤：
ＣnＨ2n+1－（Ｏ－ＣＨ2ＣＨ2）p－Ｏ－（ＣＨ2）3－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－ＣmＨ2m+1　…　
（１）
（一般式（１）中、Ｏは酸素原子であり、Ｃは炭素原子であり、Ｈは水素原子であり、ｍ
は１～１８の整数であり、ｎは８～１２の整数であり、ｐは１の整数であり、且つ２ ≦ 
ｎ＋ｍ ≦ ３０を満たす。）。
【請求項４】
　流体動圧軸受用潤滑剤または含浸軸受用潤滑剤であることを特徴とする、請求項３に記
載の潤滑剤。
【請求項５】
　請求項３または４に記載の潤滑剤を用いて潤滑されることを特徴とする軸受。
【請求項６】
　上記軸受は、流体動圧軸受または含浸軸受であることを特徴とする、請求項５に記載の
軸受。
【請求項７】
　請求項５または６に記載の軸受を、請求項３または４に記載の潤滑剤を用いて潤滑させ
ることを特徴とする軸受の潤滑方法。
【請求項８】
　請求項５または６に記載の軸受を備えていることを特徴とする、モータ。
【請求項９】
　請求項３または４に記載の潤滑剤を使用することを特徴とするグリースの製造方法。
【請求項１０】
　請求項３または４に記載の潤滑剤を含有していることを特徴とするグリース。
【請求項１１】
　下記一般式（１）で表され、且つ４０℃動粘度（ｖ）が４ｍｍ２/ｓ ≦ ｖ ≦３０ｍｍ
２/ｓ、蒸発量が１０重量％以下、且つ酸価が０．５ｍｇＫＯＨ／ｇ以下を満たす化合物
を含有し、
　上記蒸発量は、材質ＳＵＳ３０４、内径２０ｍｍ、高さ３５ｍｍの円筒型試験容器に、
上記化合物を２ｇ入れ、所定の温度に設定した回転盤付恒温槽に静置して観察し、分子量
が３８０未満の化合物については、試験温度を１４０℃、試験時間を２４時間として試験
を行い、分子量が３８０以上の化合物については、試験温度を１８０℃、試験時間を１８
時間として試験を行った値であり、
　上記酸価は、ＪＩＳ Ｋ ２５０１に準じ、測定した値であることを特徴とする冷凍機油
：
ＣnＨ2n+1－（Ｏ－ＣＨ2ＣＨ2）p－Ｏ－（ＣＨ2）3－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－ＣmＨ2m+1　…　
（１）
（一般式（１）中、Ｏは酸素原子であり、Ｃは炭素原子であり、Ｈは水素原子であり、ｍ
は１～１８の整数であり、ｎは８～１２の整数であり、ｐは１の整数であり、且つ２ ≦ 
ｎ＋ｍ ≦ ３０を満たす。）。
【請求項１２】
　上記一般式（１）中、ｎは８であることを特徴とする、請求項１または２に記載の化合
物。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、低粘度であり、且つ耐熱性および低温流動性に優れた含エーテルモノエステ
ル化合物、当該化合物を含有している潤滑剤およびその利用に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　近年の産業分野の多様化および高度化に伴い、映像・音響機器、サーバー、パーソナル
コンピューター等の電子機器の小型・軽量化、大容量化および情報処理の高速化の進歩に
は目覚しいものがある。これらの電子機器には、各種の回転装置、例えば、ＦＤ、ＭＯ、
ｚｉｐ、ミニディスク、コンパクトディスク（ＣＤ）、ＤＶＤ、ハードディスク等の磁気
ディスクや光ディスクを駆動する回転装置が使用されており、これら電子機器の小型・軽
量化、大容量化および高速化には、回転装置に不可欠な軸受の改良が大きく寄与している
。なかでも、潤滑剤を介して対向するスリーブ部材と軸部材とからなる流体動圧軸受は、
ボールベアリングを有していないために、電子機器の小型・軽量化に好適であるばかりで
なく、静寂性、経済性等にも優れている。それゆえ、流体動圧軸受は、サーバー、パーソ
ナルコンピューター、音響機器、ビジュアル機器、カーナビゲーション等にその用途を広
げてきている。
【０００３】
　潤滑剤に求められる性能としては、基本的な性能（例えば、潤滑性、劣化安定性（寿命
）、スラッジ生成防止性、摩耗防止性、腐食防止性等）に加えて、(i)省エネルギー性に
優れていること（すなわち、低粘度であること）、(ii)耐熱性に優れていること（すなわ
ち、耐酸化性、耐揮発性、および温度上昇に伴う粘度変化が小さいこと）、(iii)低温に
おける流動性（低温流動性）に優れていること等が挙げられる。
【０００４】
　例えば、映像・音響機器、サーバー、パーソナルコンピューター等の電子機器において
は、大容量情報の高速処理のために軸受を高速で回転させると、軸受に対する負荷が増大
することによって軸受内の温度上昇が大きくなる。このため、軸受用潤滑剤には、潤滑剤
に求められる性能のなかでも、耐熱性が非常に重要視されている。
【０００５】
　また、これらの電子機器においては、大容量情報の高速処理だけでなく、さらなる機器
の小型化の要求が強くなっている。これらの電子機器に内蔵されている電池を長寿命化ま
たは小容量化することによって、電子機器の小型化を図ることができるため、省エネルギ
ー化に対する要求は依然強いものがある。かかる省エネルギー化の要請に応えるためには
、軸受用潤滑剤として、低粘度の潤滑剤を用いることが考えられる。
【０００６】
　さらには、上述の情報処理機器が大衆化されることによって、当該機器が、より過酷な
環境において使用される機会が増えている。特に、車に搭載されて使用されるカーナビゲ
ーション等の機器は、自動車の使用環境を考慮すると、寒冷地や炎天下でといった、広い
温度範囲における使用に耐え得るものでなければならない。このため、車載機器に用いら
れる場合に、軸受用潤滑剤は、－２０℃～１２０℃といった広い温度範囲において問題な
く使用できるものであることが要求される。このため、低温環境においても粘度が低く、
且つ高温環境においても蒸発減量が少ない潤滑剤が求められている。
【０００７】
　さらには、潤滑剤が冷凍機における潤滑油（冷凍機油）として使用される場合には、上
記の性質に加えて、(iv)冷媒に対する相溶性または溶解性に優れていることが求められる
。
【０００８】
　従来、合成炭化水素油および有機酸エステル類が潤滑剤として使用されている。例えば
、特許文献１には、ヒンダードエステル系の合成潤滑油基油が開示されている。
【０００９】
　特許文献２には、ヨウ素価が１（Ｉｇ／１００ｇ）以下である特定のエステルを含有し
ている冷凍機作動流体用組成物が開示されている。
【００１０】
　特許文献３には、特定の複合エステルおよびアジピン酸のジカルボン酸エステルよりな
るベースオイルが開示されている。
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【００１１】
　特許文献４には、特定の２塩基酸エステル化合物とポリエステルとを含む潤滑油基油組
成物が開示されている。
【００１２】
　特許文献５には、特定のアルコキシエステルが潤滑剤として適していることが開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開平７－２２４２８９号公報（１９９５年　８月
２２日公開）」
【特許文献２】日本国公開特許公報「特開平５－３３１４７４号公報（１９９３年　１２
月１４日公開）」
【特許文献３】日本国公開特許公報「特表平７－５０８７８３号公報（１９９５年　９月
２８日公表）」
【特許文献４】日本国公開特許公報「特開２０１２－５６８７３号公報（２０１２年　３
月２２日公開）」
【特許文献５】米国特許２９３６８５６号（１９６０年　５月１７日）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかし、上記従来の潤滑剤は、省エネルギー性、耐熱性および低温流動性の全てを満足
するものではない。
【００１５】
　通常、潤滑剤は、粘度が低くなると、耐熱性も低くなる。このため、従来の潤滑剤を用
いた軸受では、大容量情報の高速処理のために軸受を高速で回転させればさせるほど、軸
受の高速回転よる軸受内の温度上昇に伴って潤滑剤の蒸発量が増大し、その結果、軸受内
の潤滑不良によるエネルギーの損失が大きくなる。すなわち、省エネルギー性を追求して
低粘度の潤滑剤を軸受用潤滑剤として採用したとしても、潤滑剤の耐熱性が十分ではない
場合は、結果として電子機器の省エネルギー化を達成することができない。
【００１６】
　情報の高速処理、機器のコンパクト化等の要請に応えるためには、軸受用潤滑剤は、潤
滑剤に要求される上記の基本的な性能を有しているだけでなく、従来の潤滑剤と比べて、
省エネルギー性能および耐熱性能に優れていることが要求される。すなわち、従来の潤滑
剤と比べて、低粘度であり、且つ蒸発減量が少ない潤滑剤が求められている。さらに、広
い温度範囲における使用に耐え得るように、低温環境においても粘度が低く、且つ高温環
境においても蒸発減量が少ない潤滑剤が求められている。
【００１７】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、潤滑剤に要求され
る上記の基本的な性能に加えて、従来の潤滑剤と比較して、省エネルギー性、耐熱性およ
び低温流動性に優れた潤滑剤および当該潤滑剤の利用を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明者らは上記目的を達成するために鋭意検討し、その結果、カルボン酸モノエステ
ルを構成するカルボン酸のアルキル鎖の分子構造中に２以上のエーテル結合を有している
新規化合物を取得した。そして、かかる化合物を潤滑剤の基油として用いることによって
、従来の潤滑剤と比較して、粘度を低下させることができ、且つ耐熱性および低温流動性
を向上させ得ることを初めて見出し、かかる新規知見に基づいて本発明を完成させるに至
った。さらに、本発明者らは、この化合物は、炭化水素冷媒に対して適度の相溶性または
溶解性を有しているため、この化合物を含有している潤滑剤は、軸受用潤滑剤としてのみ
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ならず、冷凍機油としても好適に使用できることを見出した。
【００１９】
　すなわち、本発明に係る化合物は、下記一般式（１）で表されることを特徴としている
：
ＣnＨ2n+1－（Ｏ－ＣＨ2ＣＨ2）p－Ｏ－（ＣＨ2）3－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－ＣmＨ2m+1　…　
（１）
（一般式（１）中、Ｏは酸素原子であり、Ｃは炭素原子であり、Ｈは水素原子であり、ｍ
は１～１８の整数であり、ｎは１～１２の整数であり、ｐは１の整数であり、且つ２≦ 
ｎ＋ｍ ≦３０を満たす。）。
【００２０】
　本発明に係る化合物は、上記一般式（１）中、ｍは１～１４の整数であり、ｎは１～１
２の整数であり、ｐは１であり、且つ５ ≦ ｎ＋ｍ ≦ ２６を満たすものであることが好
ましい。
【００２１】
　本発明に係る潤滑剤は、上記本発明に係る化合物を含有していることを特徴としている
。
【００２２】
　本発明に係る潤滑剤は、流体動圧軸受用潤滑剤または含浸軸受用潤滑剤であり得る。
【００２３】
　本発明に係る軸受は、上記本発明に係る潤滑剤を用いて潤滑されることを特徴としてい
る。
【００２４】
　本発明に係る軸受は、流体動圧軸受または含浸軸受であり得る。
【００２５】
　本発明に係る軸受の潤滑方法は、上記本発明に係る軸受を、上記本発明に係る潤滑剤を
用いて潤滑させることを特徴としている。
【００２６】
　本発明に係るモータは、上記本発明に係る軸受を備えていることを特徴としている。
【００２７】
　本発明に係るグリースの製造方法は、上記本発明に係る潤滑剤を使用することを特徴と
している。
【００２８】
　本発明に係るグリースは、上記本発明に係る潤滑剤を含有していることを特徴としてい
る。
【００２９】
　本発明に係る冷凍機油は、上記本発明に係る化合物を含有していることを特徴としてい
る。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明に係る潤滑剤は、基油として、本発明の化合物を含んでいるので、従来の潤滑剤
と比較して、低粘度であり、且つ耐熱性および低温流動性に優れている。さらに、省エネ
ルギー性、耐熱性および低温流動性のバランスが良好である。
【００３１】
　それゆえ、本発明に係る潤滑剤を、軸受を潤滑させるための作動流体として用いること
によって、軸受を高速回転させたときの安定性および耐久性等を長期にわたって保持する
ことができ、その結果、軸受の長寿命化を達成することができる。また、軸受の省エネル
ギー性を向上させることができる。さらに、広い温度範囲における使用に耐え得る軸受を
提供することができる。
【００３２】
　従って、本発明に係る潤滑剤は、小型・軽量化、大容量化、情報の高速処理化が要求さ
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れている映像・音響機器、サーバー、パーソナルコンピューター等の電子機器の回転装置
等に設けられた軸受に用いられる潤滑剤として特に優れている。
【００３３】
　また、本発明に係る冷凍機油は、基油として、本発明の化合物を含有しているので、従
来の冷凍機油と比較して、低粘度であり、且つ耐熱性および低温流動性に優れている。さ
らに、省エネルギー性、耐熱性および低温流動性のバランスが良好である。また、本発明
の化合物は、炭化水素冷媒に対して適度の相溶性または溶解性を有している。このため、
本発明に係る冷凍機油は、炭化水素冷媒を用いた冷凍機油として用いた場合に、低温から
高温までの広い領域にて冷媒と相互に適切な相溶性または溶解性を示すため、その潤滑性
および熱安定性を大幅に向上させることができる。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、本発明の実施の形態について、詳細に説明する。ただし、本発明はこれに限定さ
れるものではなく、記述した範囲内で種々の変形を加えた態様で実施できるものである。
また、本明細書中に記載された学術文献および特許文献の全てが、本明細書中において参
考として援用される。なお、本明細書において特記しない限り、数値範囲を表す「Ａ～Ｂ
」は、「Ａ以上、Ｂ以下」を意味する。
【００３５】
　以下、本発明を、（１）本発明に係る化合物、（２）本発明に係る潤滑剤、（３）本発
明に係る軸受、（４）本発明に係る軸受の潤滑方法、（５）本発明に係るモータ、（６）
本発明に係るグリース、（７）本発明に係る冷凍機油の順に説明する。
【００３６】
　〔１．本発明に係る化合物〕
　本発明に係る化合物（以下、「本発明の化合物」ともいう。）は、下記一般式（１）で
表され、且つ４０℃動粘度（ｖ）が４ｍｍ２/ｓ ≦ ｖ ≦ ３０ｍｍ２/ｓを満たすことを
特徴としている：
ＣnＨ2n+1－（Ｏ－ＣＨ2ＣＨ2）p－Ｏ－（ＣＨ2）3－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－ＣmＨ2m+1　…　
（１）
（一般式（１）中、Ｏは酸素原子であり、Ｃは炭素原子であり、Ｈは水素原子であり、ｍ
は１～１８の整数であり、ｎは１～１２の整数であり、ｐは１～３の整数であり、且つ２
 ≦ ｎ＋ｍ ≦ ３０を満たす。）。
【００３７】
　上記一般式（１）中、上記「ＣｎＨ２ｎ＋１」における炭素原子数が１２以下であれば
、潤滑剤として必要な低温流動性を確保することができる。
【００３８】
　上記「ＣｎＨ２ｎ＋１」における炭素原子数１～１２のアルキル基は、直鎖構造および
分岐構造を有していてもよい。このような炭素原子数１～１２のアルキル基としては、例
えば、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ブチル基、イソブチル基、ア
ミル基、イソアミル基、ヘキシル基、シクロヘキシル基、メチルヘキシル基、へプチル基
、メチルヘプチル基、オクチル基、２－エチルヘキシル基、ノニル基、イソノニル基、３
，５，５－トリメチルヘキシル基、デシル基、イソデシル基、ドデシル基等が挙げられる
。
【００３９】
　なかでも、上記「ＣｎＨ２ｎ＋１」における炭素原子数は、２～１０であることが好ま
しく、４～８であることがより好ましい。上記「ＣｎＨ２ｎ＋１」における炭素原子数が
８以下であれば、潤滑剤として必要とされる耐熱性と低温流動性とのバランスにより優れ
る。また、上記「ＣｎＨ２ｎ＋１」における炭素原子数が４以上であれば、添加剤の溶解
性が良好である。
【００４０】
　また、上記一般式（１）中、上記「ＣｍＨ２ｍ＋１」における炭素原子数が１８以下で
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あれば、潤滑剤として必要な低温流動性を確保することができる。
【００４１】
　上記「ＣｍＨ２ｍ＋１」における炭素原子数１～１８のアルキル基は、直鎖構造および
分岐構造を有していてもよい。このような炭素原子数１～１８のアルキル基としては、例
えば、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ブチル基、イソブチル基、ア
ミル基、イソアミル基、ヘキシル基、シクロヘキシル基、メチルヘキシル基、へプチル基
、メチルヘプチル基、オクチル基、２－エチルヘキシル基、ノニル基、イソノニル基、３
，５，５－トリメチルヘキシル基、デシル基、イソデシル基、ドデシル基、テトラデシル
基、ヘキサデシル基、オクタデシル基、イソオクタデシル基等が挙げられる。
【００４２】
　なかでも、ｐが２の場合、上記「ＣｍＨ２ｍ＋１」における炭素原子数は、４～１４で
あることが好ましく、１０～１４であることがより好ましい。ｐが２の場合に、上記「Ｃ

ｍＨ２ｍ＋１」における炭素原子数が１４以下であれば、流体動圧軸受用潤滑剤もしくは
グリース基油として必要な低温流動性を確保することができる。また、上記「ＣｍＨ２ｍ

＋１」における炭素原子数が１０以上であれば、流体動圧軸受用潤滑剤もしくはグリース
基油として良好な耐熱性を確保することができる。また、ｐが１の場合、上記「ＣｍＨ２

ｍ＋１」における炭素原子数は、１～１８であることが好ましく、４～１４であることが
より好ましい。ｐが１の場合に、上記「ＣｍＨ２ｍ＋１」における炭素原子数が１４以下
であれば、流体動圧軸受用潤滑剤もしくはグリース基油として必要な低温流動性を確保す
ることができる。である。また、上記「ＣｍＨ２ｍ＋１」における炭素原子数が４以上で
あれば、潤滑剤として良好な粘性を確保することができる。
【００４３】
　上記一般式（１）中、上記「ＣｎＨ２ｎ＋１」と上記「ＣｍＨ２ｍ＋１」との組合せと
しては、２≦ ｎ＋ｍ ≦３０を満たせば、炭素原子数が同一であっても異なっていてもよ
いが、５≦ ｎ＋ｍ ≦２６を満たすことが好ましく、１１≦ ｎ＋ｍ ≦ ２６を満たすこ
とがより好ましい。ｎ＋ｍが５以上であれば、潤滑剤として良好な粘性を確保することが
できる。また、ｎ＋ｍが１１以上であれば、流体動圧軸受用潤滑剤もしくはグリース基油
として良好な耐熱性を確保することができる。また、ｎ＋ｍが２６以下であれば、流体動
圧軸受用潤滑剤もしくはグリース基油として好適な粘性となる。
【００４４】
　また、上記一般式（１）中、ｐが１以上であれば、既存の潤滑剤と比較し低粘度となり
、また低温流動性が良好である。また、ｐが３以下であれば、潤滑剤として必要な油性を
確保することができる。なお、ｐが４以上の化合物は水溶性が高まり、軸受用潤滑剤やグ
リース基油としての取り扱いが難しい。
【００４５】
　このような、上記一般式（１）で表される化合物としては、後述する実施例１～１８に
示した化合物の他に、例えば、５，８－ジオキサノナン酸メチル、５，８－ジオキサノナ
ン酸エチル、５，８－ジオキサノナン酸プロピル、５，８－ジオキサノナン酸イソプロピ
ル、５，８－ジオキサノナン酸ブチル、５，８－ジオキサノナン酸イソブチル、５，８－
ジオキサノナン酸アミル、５，８－ジオキサノナン酸イソアミル、５，８－ジオキサノナ
ン酸ヘキシル、５，８－ジオキサノナン酸シクロヘキシル、５，８－ジオキサノナン酸メ
チルヘキシル、５，８－ジオキサノナン酸へプチル、５，８－ジオキサノナン酸メチルヘ
プチル、５，８－ジオキサノナン酸オクチル、５，８－ジオキサノナン酸２－エチルヘキ
シル、５，８－ジオキサノナン酸ノニル、５，８－ジオキサノナン酸イソノニル、５，８
－ジオキサノナン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８－ジオキサノナン酸デシル
、５，８－ジオキサノナン酸イソデシル、５，８－ジオキサノナン酸ドデシル、５，８－
ジオキサノナン酸テトラデシル、５，８－ジオキサノナン酸ヘキサデシル、５，８－ジオ
キサノナン酸２－ブチルオクチル、５，８－ジオキサノナン酸２－ヘキシルデシル、５，
８－ジオキサノナン酸オクタデシル、５，８－ジオキサノナン酸イソオクタデシル、５，
８－ジオキサデカン酸メチル、５，８－ジオキサデカン酸エチル、５，８－ジオキサデカ
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ン酸プロピル、５，８－ジオキサデカン酸イソプロピル、５，８－ジオキサデカン酸ブチ
ル、５，８－ジオキサデカン酸イソブチル、５，８－ジオキサデカン酸アミル、５，８－
ジオキサデカン酸イソアミル、５，８－ジオキサデカン酸ヘキシル、５，８－ジオキサデ
カン酸シクロヘキシル、５，８－ジオキサデカン酸メチルヘキシル、５，８－ジオキサデ
カン酸へプチル、５，８－ジオキサデカン酸メチルヘプチル、５，８－ジオキサデカン酸
オクチル、５，８－ジオキサデカン酸２－エチルヘキシル、５，８－ジオキサデカン酸ノ
ニル、５，８－ジオキサデカン酸イソノニル、５，８－ジオキサデカン酸３，５，５－ト
リメチルヘキシル、５，８－ジオキサデカン酸デシル、５，８－ジオキサデカン酸イソデ
シル、５，８－ジオキサデカン酸ドデシル、５，８－ジオキサデカン酸テトラデシル、５
，８－ジオキサデカン酸ヘキサデシル、５，８－ジオキサデカン酸２－ブチルオクチル、
５，８－ジオキサデカン酸２－ヘキシルデシル、５，８－ジオキサデカン酸オクタデシル
、５，８－ジオキサデカン酸イソオクタデシル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸
メチル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸エチル、９－メチル－５，８－ジオキサ
デカン酸プロピル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸イソプロピル、９－メチル－
５，８－ジオキサデカン酸ブチル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸イソブチル、
９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸アミル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸
イソアミル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸ヘキシル、９－メチル－５，８－ジ
オキサデカン酸シクロヘキシル、９－メチル－５，８－ジオキサルデカン酸メチルヘキシ
ル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸へプチル、９－メチル－５，８－ジオキサデ
カン酸メチルヘプチル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸オクチル、９－メチル－
５，８－ジオキサデカン酸２－エチルヘキシル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸
ノニル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸イソノニル、９－メチル－５，８－ジオ
キサデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸
デシル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸イソデシル、９－メチル－５，８－ジオ
キサデカン酸ドデシル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸テトラデシル、９－メチ
ル－５，８－ジオキサデカン酸ヘキサデシル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸２
－ブチルオクチル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸２－ヘキシルデシル、９－メ
チル－５，８－ジオキサデカン酸オクタデシル、９－メチル－５，８－ジオキサデカン酸
イソオクタデシル、５，８－ジオキサドデカン酸メチル、５，８－ジオキサドデカン酸エ
チル、５，８－ジオキサドデカン酸プロピル、５，８－ジオキサドデカン酸イソプロピル
、５，８－ジオキサドデカン酸ブチル、５，８－ジオキサドデカン酸イソブチル、５，８
－ジオキサドデカン酸アミル、５，８－ジオキサドデカン酸イソアミル、５，８－ジオキ
サドデカン酸ヘキシル、５，８－ジオキサドデカン酸シクロヘキシル、５，８－ジオキサ
ドデカン酸メチルヘキシル、５，８－ジオキサドデカン酸へプチル、５，８－ジオキサド
デカン酸メチルヘプチル、５，８－ジオキサドデカン酸オクチル、５，８－ジオキサドデ
カン酸２－エチルヘキシル、５，８－ジオキサドデカン酸ノニル、５，８－ジオキサドデ
カン酸イソノニル、５，８－ジオキサドデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，
８－ジオキサドデカン酸デシル、５，８－ジオキサドデカン酸イソデシル、５，８－ジオ
キサドデカン酸ドデシル、５，８－ジオキサドデカン酸テトラデシル、５，８－ジオキサ
ドデカン酸ヘキサデシル、５，８－ジオキサドデカン酸２－ブチルオクチル、５，８－ジ
オキサドデカン酸２－ヘキシルデシル、５，８－ジオキサドデカン酸オクタデシル、５，
８－ジオキサドデカン酸イソオクタデシル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン
酸メチル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸エチル、１０－メチル－５，８
－ジオキサウンデカン酸プロピル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸イソプ
ロピル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸ブチル、１０－メチル－５，８－
ジオキサウンデカン酸イソブチル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸アミル
、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸イソアミル、１０－メチル－５，８－ジ
オキサウンデカン酸ヘキシル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸シクロヘキ
シル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸メチルヘキシル、１０－メチル－５
，８－ジオキサウンデカン酸へプチル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸メ
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チルヘプチル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸オクチル、１０－メチル－
５，８－ジオキサウンデカン酸２－エチルヘキシル、１０－メチル－５，８－ジオキサウ
ンデカン酸ノニル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸イソノニル、１０－メ
チル－５，８－ジオキサウンデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、１０－メチル－
５，８－ジオキサウンデカン酸デシル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸イ
ソデシル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸ドデシル、１０－メチル－５，
８－ジオキサウンデカン酸テトラデシル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸
ヘキサデシル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸２－ブチルオクチル、１０
－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸２－ヘキシルデシル、１０－メチル－５，８－
ジオキサウンデカン酸オクタデシル、１０－メチル－５，８－ジオキサウンデカン酸イソ
オクタデシル、５，８－ジオキサトリデカン酸メチル、５，８－ジオキサトリデカン酸エ
チル、５，８－ジオキサトリデカン酸プロピル、５，８－ジオキサトリデカン酸イソプロ
ピル、５，８－ジオキサトリデカン酸ブチル、５，８－ジオキサトリデカン酸イソブチル
、５，８－ジオキサトリデカン酸アミル、５，８－ジオキサトリデカン酸イソアミル、５
，８－ジオキサトリデカン酸ヘキシル、５，８－ジオキサトリデカン酸シクロヘキシル、
５，８－ジオキサトリデカン酸メチルヘキシル、５，８－ジオキサトリデカン酸へプチル
、５，８－ジオキサトリデカン酸メチルヘプチル、５，８－ジオキサトリデカン酸オクチ
ル、５，８－ジオキサトリデカン酸２－エチルヘキシル、５，８－ジオキサトリデカン酸
ノニル、５，８－ジオキサトリデカン酸イソノニル、５，８－ジオキサトリデカン酸３，
５，５－トリメチルヘキシル、５，８－ジオキサトリデカン酸デシル、５，８－ジオキサ
トリデカン酸イソデシル、５，８－ジオキサトリデカン酸ドデシル、５，８－ジオキサト
リデカン酸テトラデシル、５，８－ジオキサトリデカン酸ヘキサデシル、５，８－ジオキ
サトリデカン酸２－ブチルオクチル、５，８－ジオキサトリデカン酸２－ヘキシルデシル
、５，８－ジオキサトリデカン酸オクタデシル、５，８－ジオキサトリデカン酸イソオク
タデシル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸メチル、１１－メチル－５，８－
ジオキサドデカン酸エチル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸プロピル、１１
－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸イソプロピル、１１－メチル－５，８－ジオキサ
ドデカン酸ブチル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸イソブチル、１１－メチ
ル－５，８－ジオキサドデカン酸アミル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸イ
ソアミル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸ヘキシル、１１－メチル－５，８
－ジオキサドデカン酸シクロヘキシル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸メチ
ルヘキシル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸へプチル、１１－メチル－５，
８－ジオキサドデカン酸メチルヘプチル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸オ
クチル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸２－エチルヘキシル、１１－メチル
－５，８－ジオキサドデカン酸ノニル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸イソ
ノニル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、
１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸デシル、１１－メチル－５，８－ジオキサド
デカン酸イソデシル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸ドデシル、１１－メチ
ル－５，８－ジオキサドデカン酸テトラデシル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカ
ン酸ヘキサデシル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸２－ブチルオクチル、１
１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸２－ヘキシルデシル、１１－メチル－５，８－
ジオキサドデカン酸オクタデシル、１１－メチル－５，８－ジオキサドデカン酸イソオク
タデシル、５，８－ジオキサテトラデカン酸メチル、５，８－ジオキサテトラデカン酸エ
チル、５，８－ジオキサテトラデカン酸プロピル、５，８－ジオキサテトラデカン酸イソ
プロピル、５，８－ジオキサテトラデカン酸イソブチル、５，８－ジオキサテトラデカン
酸アミル、５，８－ジオキサテトラデカン酸シクロヘキシル、５，８－ジオキサテトラデ
カン酸メチルヘキシル、５，８－ジオキサテトラデカン酸へプチル、５，８－ジオキサテ
トラデカン酸メチルヘプチル、５，８－ジオキサテトラデカン酸オクチル、５，８－ジオ
キサテトラデカン酸ノニル、５，８－ジオキサテトラデカン酸イソノニル、５，８－ジオ
キサテトラデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８－ジオキサテトラデカン酸
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デシル、５，８－ジオキサテトラデカン酸イソデシル、５，８－ジオキサテトラデカン酸
テトラデシル、５，８－ジオキサテトラデカン酸ヘキサデシル、５，８－ジオキサテトラ
デカン酸２－ヘキシルデシル、５，８－ジオキサテトラデカン酸オクタデシル、５，８－
ジオキサテトラデカン酸イソオクタデシル、５，８－ジオキサペンタデカン酸メチル、５
，８－ジオキサペンタデカン酸エチル、５，８－ジオキサペンタデカン酸プロピル、５，
８－ジオキサペンタデカン酸イソプロピル、５，８－ジオキサペンタデカン酸ブチル、５
，８－ジオキサペンタデカン酸イソブチル、５，８－ジオキサペンタデカン酸アミル、５
，８－ジオキサペンタデカン酸イソアミル、５，８－ジオキサペンタデカン酸ヘキシル、
５，８－ジオキサペンタデカン酸シクロヘキシル、５，８－ジオキサペンタデカン酸メチ
ルヘキシル、５，８－ジオキサペンタデカン酸へプチル、５，８－ジオキサペンタデカン
酸メチルヘプチル、５，８－ジオキサペンタデカン酸オクチル、５，８－ジオキサペンタ
デカン酸２－エチルヘキシル、５，８－ジオキサペンタデカン酸ノニル、５，８－ジオキ
サペンタデカン酸イソノニル、５，８－ジオキサペンタデカン酸３，５，５－トリメチル
ヘ
キシル、５，８－ジオキサペンタデカン酸デシル、５，８－ジオキサペンタデカン酸イソ
デシル、５，８－ジオキサペンタデカン酸ドデシル、５，８－ジオキサペンタデカン酸テ
トラデシル、５，８－ジオキサペンタデカン酸ヘキサデシル、５，８－ジオキサペンタデ
カン酸２－ブチルオクチル、５，８－ジオキサペンタデカン酸２－ヘキシルデシル、５，
８－ジオキサペンタデカン酸オクタデシル、５，８－ジオキサペンタデカン酸イソオクタ
デシル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸メチル、１０－エチル－５，８
－ジオキサテトラデカン酸エチル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸プロ
ピル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸イソプロピル、１０－エチル－５
，８－ジオキサテトラデカン酸ブチル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸
イソブチル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸アミル、１０－エチル－５
，８－ジオキサテトラデカン酸イソアミル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカ
ン酸ヘキシル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸シクロヘキシル、１０－
エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸メチルヘキシル、１０－エチル－５，８－ジオ
キサテトラデカン酸へプチル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸メチルヘ
プチル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸２－エチルヘキシル、１０－エ
チル－５，８－ジオキサテトラデカン酸ノニル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラ
デカン酸イソノニル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸３，５，５－トリ
メチルヘキシル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸イソデシル、１０－エ
チル－５，８－ジオキサテトラデカン酸ヘキサデシル、１０－エチル－５，８－ジオキサ
テトラデカン酸２－ブチルオクチル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸２
－ヘキシルデシル、１０－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸オクタデシル、１０
－エチル－５，８－ジオキサテトラデカン酸イソオクタデシル、５，８－ジオキサヘキサ
デカン酸メチル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸エチル、５，８－ジオキサヘキサデカ
ン酸プロピル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸イソプロピル、５，８－ジオキサヘキサ
デカン酸ブチル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸イソブチル、５，８－ジオキサヘキサ
デカン酸アミル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸イソアミル、５，８－ジオキサヘキサ
デカン酸ヘキシル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸シクロヘキシル、５，８－ジオキサ
ヘキサデカン酸メチルヘキシル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸へプチル、５，８－ジ
オキサヘキサデカン酸メチルヘプチル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸オクチル、５，
８－ジオキサヘキサデカン酸２－エチルヘキシル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸ノニ
ル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸イソノニル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸３，
５，５－トリメチルヘキシル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸デシル、５，８－ジオキ
サヘキサデカン酸イソデシル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸ドデシル、５，８－ジオ
キサヘキサデカン酸テトラデシル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸ヘキサデシル、５，
８－ジオキサヘキサデカン酸２－ブチルオクチル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸２－
ヘキシルデシル、５，８－ジオキサヘキサデカン酸オクタデシル、５，８－ジオキサヘキ



(11) JP 6186056 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

サデカン酸イソオクタデシル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸メチル、５，８－ジオキ
サヘプタデカン酸エチル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸プロピル、５，８－ジオキサ
ヘプタデカン酸イソプロピル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸ブチル、５，８－ジオキ
サヘプタデカン酸イソブチル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸アミル、５，８－ジオキ
サヘプタデカン酸イソアミル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸ヘキシル、５，８－ジオ
キサヘプタデカン酸シクロヘキシル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸メチルヘキシル、
５，８－ジオキサヘプタデカン酸へプチル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸メチルヘプ
チル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸オクチル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸２－
エチルヘキシル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸ノニル、５，８－ジオキサヘプタデカ
ン酸イソノニル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５
，８－ジオキサヘプタデカン酸デシル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸イソデシル、５
，８－ジオキサヘプタデカン酸ドデシル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸テトラデシル
、５，８－ジオキサヘプタデカン酸ヘキサデシル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸２－
ブチルオクチル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸２－ヘキシルデシル、５，８－ジオキ
サヘプタデカン酸オクタデシル、５，８－ジオキサヘプタデカン酸イソオクタデシル、５
，８－ジオキサオクタデカン酸メチル、５，８－ジオキサオクタデカン酸エチル、５，８
－ジオキサオクタデカン酸プロピル、５，８－ジオキサオクタデカン酸イソプロピル、５
，８－ジオキサオクタデカン酸ブチル、５，８－ジオキサオクタデカン酸イソブチル、５
，８－ジオキサオクタデカン酸アミル、５，８－ジオキサオクタデカン酸イソアミル、５
，８－ジオキサオクタデカン酸ヘキシル、５，８－ジオキサオクタデカン酸シクロヘキシ
ル、５，８－ジオキサオクタデカン酸メチルヘキシル、５，８－ジオキサオクタデカン酸
へプチル、５，８－ジオキサオクタデカン酸メチルヘプチル、５，８－ジオキサオクタデ
カン酸オクチル、５，８－ジオキサオクタデカン酸２－エチルヘキシル、５，８－ジオキ
サオクタデカン酸ノニル、５，８－ジオキサオクタデカン酸イソノニル、５，８－ジオキ
サオクタデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８－ジオキサオクタデカン酸デ
シル、５，８－ジオキサオクタデカン酸イソデシル、５，８－ジオキサオクタデカン酸ド
デシル、５，８－ジオキサオクタデカン酸テトラデシル、５，８－ジオキサオクタデカン
酸ヘキサデシル、５，８－ジオキサオクタデカン酸２－ブチルオクチル、５，８－ジオキ
サオクタデカン酸２－ヘキシルデシル、５，８－ジオキサオクタデカン酸オクタデシル、
５，８－ジオキサオクタデカン酸イソオクタデシル、５，８－ジオキサノナデカン酸メチ
ル、５，８－ジオキサノナデカン酸エチル、５，８－ジオキサノナデカン酸プロピル、５
，８－ジオキサノナデカン酸イソプロピル、５，８－ジオキサノナデカン酸ブチル、５，
８－ジオキサノナデカン酸イソブチル、５，８－ジオキサノナデカン酸アミル、５，８－
ジオキサノナデカン酸イソアミル、５，８－ジオキサノナデカン酸ヘキシル、５，８－ジ
オキサノナデカン酸シクロヘキシル、５，８－ジオキサノナデカン酸メチルヘキシル、５
，８－ジオキサノナデカン酸へプチル、５，８－ジオキサノナデカン酸メチルヘプチル、
５，８－ジオキサノナデカン酸オクチル、５，８－ジオキサノナデカン酸２－エチルヘキ
シル、５，８－ジオキサノナデカン酸ノニル、５，８－ジオキサノナデカン酸イソノニル
、５，８－ジオキサノナデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８－ジオキサノ
ナデカン酸デシル、５，８－ジオキサノナデカン酸イソデシル、５，８－ジオキサノナデ
カン酸ドデシル、５，８－ジオキサノナデカン酸テトラデシル、５，８－ジオキサノナデ
カン酸ヘキサデシル、５，８－ジオキサノナデカン酸２－ブチルオクチル、５，８－ジオ
キサノナデカン酸２－ヘキシルデシル、５，８－ジオキサノナデカン酸オクタデシル、５
，８－ジオキサノナデカン酸イソオクタデシル、５，８－ジオキサイコサン酸メチル、５
，８－ジオキサイコサン酸エチル、５，８－ジオキサイコサン酸プロピル、５，８－ジオ
キサイコサン酸イソプロピル、５，８－ジオキサイコサン酸ブチル、５，８－ジオキサイ
コサン酸イソブチル、５，８－ジオキサイコサン酸アミル、５，８－ジオキサイコサン酸
イソアミル、５，８－ジオキサイコサン酸ヘキシル、５，８－ジオキサイコサン酸シクロ
ヘキシル、５，８－ジオキサイコサン酸メチルヘキシル、５，８－ジオキサイコサン酸へ
プチル、５，８－ジオキサイコサン酸メチルヘプチル、５，８－ジオキサイコサン酸オク
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チル、５，８－ジオキサイコサン酸２－エチルヘキシル、５，８－ジオキサイコサン酸ノ
ニル、５，８－ジオキサイコサン酸イソノニル、５，８－ジオキサイコサン酸３，５，５
－トリメチルヘキシル、５，８－ジオキサイコサン酸デシル、５，８－ジオキサイコサン
酸イソデシル、５，８－ジオキサイコサン酸ドデシル、５，８－ジオキサイコサン酸テト
ラデシル、５，８－ジオキサイコサン酸ヘキサデシル、５，８－ジオキサイコサン酸２－
ブチルオクチル、５，８－ジオキサイコサン酸２－ヘキシルデシル、５，８－ジオキサイ
コサン酸オクタデシル、５，８－ジオキサイコサン酸イソオクタデシル、５，８，１１－
トリオキサドデカン酸メチル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸エチル、５，８，１
１－トリオキサドデカン酸プロピル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸イソプロピル
、５，８，１１－トリオキサドデカン酸ブチル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸イ
ソブチル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸アミル、５，８，１１－トリオキサドデ
カン酸イソアミル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸ヘキシル、５，８，１１－トリ
オキサドデカン酸シクロヘキシル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸メチルヘキシル
、５，８，１１－トリオキサドデカン酸へプチル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸
メチルヘプチル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸オクチル、５，８，１１－トリオ
キサドデカン酸２－エチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸ノニル、５，
８，１１－トリオキサドデカン酸イソノニル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸３，
５，５－トリメチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸デシル、５，８，１
１－トリオキサドデカン酸イソデシル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸ドデシル、
５，８，１１－トリオキサドデカン酸テトラデシル、５，８，１１－トリオキサドデカン
酸ヘキサデシル、５，８，１１－トリオキサドデカン酸オクタデシル、５，８，１１－ト
リオキサドデカン酸イソオクタデシル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸エチル、
５，８，１１－トリオキサトリデカン酸プロピル、５，８，１１－トリオキサトリデカン
酸イソプロピル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸ブチル、５，８，１１－トリオ
キサトリデカン酸イソブチル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸アミル、５，８，
１１－トリオキサトリデカン酸イソアミル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸ヘキ
シル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸シクロヘキシル、５，８，１１－トリオキ
サトリデカン酸メチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸へプチル、５，
８，１１－トリオキサトリデカン酸メチルヘプチル、５，８，１１－トリオキサトリデカ
ン酸オクチル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸２－エチルヘキシル、５，８，１
１－トリオキサトリデカン酸ノニル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸イソノニル
、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８，１
１－トリオキサトリデカン酸デシル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸イソデシル
、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸ドデシル、５，８，１１－トリオキサトリデカ
ン酸テトラデシル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸ヘキサデシル、５，８，１１
－トリオキサトリデカン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸
２－ヘキシルデシル、５，８，１１－トリオキサトリデカン酸オクタデシル、５，８，１
１－トリオキサトリデカン酸イソオクタデシル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキ
サトリデカン酸メチル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸エチル、
１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸プロピル、１２－メチル－５，８
，１１－トリオキサトリデカン酸イソプロピル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキ
サトリデカン酸ブチル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸イソブチ
ル
、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸アミル、１２－メチル－５，８
，１１－トリオキサトリデカン酸イソアミル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサ
トリデカン酸ヘキシル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸シクロヘ
キシル、１２－メチル－５，８－ジオキサルデカン酸メチルヘキシル、１２－メチル－５
，８，１１－トリオキサトリデカン酸へプチル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキ
サトリデカン酸メチルヘプチル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸
オクチル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸２－エチルヘキシル、
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１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸ノニル、１２－メチル－５，８，
１１－トリオキサトリデカン酸イソノニル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサト
リデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサ
トリデカン酸デシル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸イソデシル
、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸ドデシル、１２－メチル－５，
８，１１－トリオキサトリデカン酸テトラデシル、１２－メチル－５，８，１１－トリオ
キサトリデカン酸ヘキサデシル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸
２－ブチルオクチル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸２－ヘキシ
ルデシル、１２－メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸オクタデシル、１２－
メチル－５，８，１１－トリオキサトリデカン酸イソオクタデシル、５，８，１１－トリ
オキサペンタデカン酸メチル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸エチル、５，８
，１１－トリオキサペンタデカン酸プロピル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸
イソプロピル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸ブチル、５，８，１１－トリオ
キサペンタデカン酸イソブチル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸アミル、５，
８，１１－トリオキサペンタデカン酸イソアミル、５，８，１１－トリオキサペンタデカ
ン酸ヘキシル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸シクロヘキシル、５，８，１１
－トリオキサペンタデカン酸メチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸
へプチル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸メチルヘプチル、５，８，１１－ト
リオキサペンタデカン酸オクチル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸２－エチル
ヘキシル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸ノニル、５，８，１１－トリオキサ
ペンタデカン酸イソノニル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸３，５，５－トリ
メチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸デシル、５，８，１１－トリ
オキサペンタデカン酸イソデシル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸ドデシル、
５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸テトラデシル、５，８，１１－トリオキサペン
タデカン酸ヘキサデシル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸２－ブチルオクチル
、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１－トリオ
キサペンタデカン酸オクタデシル、５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸イソオクタ
デシル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸メチル、１３－メチル
－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸エチル、１３－メチル－５，８，１１－トリ
オキサテトラデカン酸プロピル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン
酸イソプロピル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸ブチル、１３
－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸イソブチル、１３－メチル－５，８
，１１－トリオキサテトラデカン酸アミル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテ
トラデカン酸イソアミル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸ヘキ
シル、１０－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸シクロヘキシル、１３－
メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸メチルヘキシル、１３－メチル－５，
８，１１－トリオキサテトラデカン酸へプチル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキ
サテトラデカン酸メチルヘプチル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカ
ン酸オクチル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸２－エチルヘキ
シル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸ノニル、１３－メチル－
５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸イソノニル、１３－メチル－５，８，１１－ト
リオキサテトラデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、１３－メチル－５，８，１１
－トリオキサテトラデカン酸デシル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデ
カン酸イソデシル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸ドデシル、
１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸テトラデシル、１３－メチル－
５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸ヘキサデシル、１３－メチル－５，８，１１－
トリオキサテトラデカン酸２－ブチルオクチル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキ
サテトラデカン酸２－ヘキシルデシル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラ
デカン酸オクタデシル、１３－メチル－５，８，１１－トリオキサテトラデカン酸イソオ
クタデシル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸メチル、５，８，１１－トリオキ
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サヘキサデカン酸エチル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸プロピル、５，８，
１１－トリオキサヘキサデカン酸イソプロピル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン
酸ブチル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸イソブチル、５，８，１１－トリオ
キサヘキサデカン酸アミル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸イソアミル、５，
８，１１－トリオキサヘキサデカン酸ヘキシル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン
酸シクロヘキシル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸メチルヘキシル、５，８，
１１－トリオキサヘキサデカン酸へプチル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸メ
チルヘプチル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸オクチル、５，８，１１－トリ
オキサヘキサデカン酸２－エチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸ノ
ニル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸イソノニル、５，８，１１－トリオキサ
ヘキサデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカ
ン酸デシル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸イソデシル、５，８，１１－トリ
オキサヘキサデカン酸ドデシル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸テトラデシル
、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸ヘキサデシル、５，８，１１－トリオキサヘ
キサデカン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸２－ヘキシ
ルデシル、５，８，１１－トリオキサヘキサデカン酸オクタデシル、５，８，１１－トリ
オキサヘキサデカン酸イソオクタデシル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペン
タデカン酸メチル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸エチル、１
４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸プロピル、１４－メチル－５，８
，１１－トリオキサペンタデカン酸イソプロピル、１４－メチル－５，８，１１－トリオ
キサペンタデカン酸ブチル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸イ
ソブチル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸アミル、１４－メチ
ル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸イソアミル、１４－メチル－５，８，１１
－トリオキサペンタデカン酸ヘキシル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタ
デカン酸シクロヘキシル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸メチ
ルヘキシル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸へプチル、１４－
メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸メチルヘプチル、１４－メチル－５，
８，１１－トリオキサペンタデカン酸オクチル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキ
サペンタデカン酸２－エチルヘキシル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタ
デカン酸ノニル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸イソノニル、
１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシ
ル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸デシル、１４－メチル－５
，８，１１－トリオキサペンタデカン酸イソデシル、１４－メチル－５，８，１１－トリ
オキサペンタデカン酸ドデシル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン
酸テトラデシル、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸ヘキサデシル
、１４－メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸２－ブチルオクチル、１４－
メチル－５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸２－ヘキシルデシル、１４－メチル－
５，８，１１－トリオキサペンタデカン酸オクタデシル、１４－メチル－５，８，１１－
トリオキサペンタデカン酸イソオクタデシル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸
メチル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸エチル、５，８，１１－トリオキサヘ
プタデカン酸プロピル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸イソプロピル、５，８
，１１－トリオキサヘプタデカン酸ブチル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸イ
ソブチル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸アミル、５，８，１１－トリオキサ
ヘプタデカン酸イソアミル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸ヘキシル、５，８
，１１－トリオキサヘプタデカン酸シクロヘキシル、５，８，１１－トリオキサヘプタデ
カン酸メチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸へプチル、５，８，１
１－トリオキサヘプタデカン酸メチルヘプチル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン
酸オクチル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸２－エチルヘキシル、５，８，１
１－トリオキサヘプタデカン酸ノニル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸イソノ
ニル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，
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８，１１－トリオキサヘプタデカン酸デシル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸
イソデシル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸テトラデシル、５，８，１１－ト
リオキサヘプタデカン酸ヘキサデシル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸２－ブ
チルオクチル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸２－ヘキシルデシル、５，８，
１１－トリオキサヘプタデカン酸オクタデシル、５，８，１１－トリオキサヘプタデカン
酸イソオクタデシル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸メチル、５，８，１１－
トリオキサオクタデカン酸エチル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸プロピル、
５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸イソプロピル、５，８，１１－トリオキサオク
タデカン酸ブチル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸イソブチル、５，８，１１
－トリオキサオクタデカン酸アミル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸イソアミ
ル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸ヘキシル、５，８，１１－トリオキサオク
タデカン酸シクロヘキシル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸メチルヘキシル、
５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸へプチル、５，８，１１－トリオキサオクタデ
カン酸メチルヘプチル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸オクチル、５，８，１
１－トリオキサオクタデカン酸２－エチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサオクタデ
カン酸ノニル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸イソノニル、５，８，１１－ト
リオキサオクタデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサオ
クタデカン酸デシル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸イソデシル、５，８，１
１－トリオキサオクタデカン酸ドデシル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸テト
ラデシル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸ヘキサデシル、５，８，１１－トリ
オキサオクタデカン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸２
－
ヘキシルデシル、５，８，１１－トリオキサオクタデカン酸オクタデシル、５，８，１１
－トリオキサオクタデカン酸イソオクタデシル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキ
サヘプタデカン酸メチル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸エチ
ル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸プロピル、１３－エチル－
５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸イソプロピル、１３－エチル－５，８，１１－
トリオキサヘプタデカン酸ブチル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカ
ン酸イソブチル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸アミル、１３
－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸イソアミル、１３－エチル－５，８
，１１－トリオキサヘプタデカン酸ヘキシル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサ
ヘプタデカン酸シクロヘキシル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン
酸メチルヘキシル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸へプチル、
１３－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸メチルヘプチル、１３－エチル
－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸オクチル、１３－エチル－５，８，１１－ト
リオキサヘプタデカン酸２－エチルヘキシル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサ
ヘプタデカン酸ノニル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸イソノ
ニル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸３，５，５－トリメチル
ヘキシル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸イソデシル、１３－
エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン酸ヘキサデシル、１３－エチル－５，８
，１１－トリオキサヘプタデカン酸２－ブチルオクチル、１３－エチル－５，８，１１－
トリオキサヘプタデカン酸２－ヘキシルデシル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキ
サヘプタデカン酸オクタデシル、１３－エチル－５，８，１１－トリオキサヘプタデカン
酸イソオクタデシル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸メチル、５，８，１１－ト
リオキサノナデカン酸エチル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸プロピル、５，８
，１１－トリオキサノナデカン酸イソプロピル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸
ブチル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸イソブチル、５，８，１１－トリオキサ
ノナデカン酸アミル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸イソアミル、５，８，１１
－トリオキサノナデカン酸ヘキシル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸シクロヘキ
シル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸メチルヘキシル、５，８，１１－トリオキ
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サノナデカン酸へプチル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸メチルヘプチル、５，
８，１１－トリオキサノナデカン酸オクチル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸２
－エチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸ノニル、５，８，１１－トリ
オキサノナデカン酸イソノニル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸３，５，５－ト
リメチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸デシル、５，８，１１－トリ
オキサノナデカン酸イソデシル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸ドデシル、５，
８，１１－トリオキサノナデカン酸テトラデシル、５，８，１１－トリオキサノナデカン
酸ヘキサデシル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸２－ブチルオクチル、５，８，
１１－トリオキサノナデカン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１－トリオキサノナデカ
ン酸オクタデシル、５，８，１１－トリオキサノナデカン酸イソオクタデシル、５，８，
１１－トリオキサイコサン酸メチル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸エチル、５，
８，１１－トリオキサイコサン酸プロピル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸イソプ
ロピル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸ブチル、５，８，１１－トリオキサイコサ
ン酸イソブチル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸アミル、５，８，１１－トリオキ
サイコサン酸イソアミル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸ヘキシル、５，８，１１
－トリオキサイコサン酸シクロヘキシル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸メチルヘ
キシル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸へプチル、５，８，１１－トリオキサイコ
サン酸メチルヘプチル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸オクチル、５，８，１１－
トリオキサイコサン酸２－エチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸ノニル
、５，８，１１－トリオキサイコサン酸イソノニル、５，８，１１－トリオキサイコサン
酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸デシル、５，
８，１１－トリオキサイコサン酸イソデシル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸ドデ
シル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸テトラデシル、５，８，１１－トリオキサイ
コサン酸ヘキサデシル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸２－ブチルオクチル、５，
８，１１－トリオキサイコサン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１－トリオキサイコサ
ン酸オクタデシル、５，８，１１－トリオキサイコサン酸イソオクタデシル、５，８，１
１－トリオキサヘンイコサン酸メチル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸エチル
、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸プロピル、５，８，１１－トリオキサヘンイ
コサン酸イソプロピル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸ブチル、５，８，１１
－トリオキサヘンイコサン酸イソブチル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸アミ
ル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸イソアミル、５，８，１１－トリオキサヘ
ンイコサン酸ヘキシル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸シクロヘキシル、５，
８，１１－トリオキサヘンイコサン酸メチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサヘンイ
コサン酸へプチル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸メチルヘプチル、５，８，
１１－トリオキサヘンイコサン酸オクチル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸２
－エチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸ノニル、５，８，１１－ト
リオキサヘンイコサン酸イソノニル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸３，５，
５－トリメチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸デシル、５，８，１
１－トリオキサヘンイコサン酸イソデシル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸ド
デシル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸テトラデシル、５，８，１１－トリオ
キサヘンイコサン酸ヘキサデシル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸２－ブチル
オクチル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１
－トリオキサヘンイコサン酸オクタデシル、５，８，１１－トリオキサヘンイコサン酸イ
ソオクタデシル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸メチル、５，８，１１－トリオキ
サドコサン酸エチル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸プロピル、５，８，１１－ト
リオキサドコサン酸イソプロピル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸ブチル、５，８
，１１－トリオキサドコサン酸イソブチル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸アミル
、５，８，１１－トリオキサドコサン酸イソアミル、５，８，１１－トリオキサドコサン
酸ヘキシル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸シクロヘキシル、５，８，１１－トリ
オキサドコサン酸メチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸へプチル、５，
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８，１１－トリオキサドコサン酸メチルヘプチル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸
オクチル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸２－エチルヘキシル、５，８，１１－ト
リオキサドコサン酸ノニル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸イソノニル、５，８，
１１－トリオキサドコサン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８，１１－トリオキ
サドコサン酸デシル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸イソデシル、５，８，１１－
トリオキサドコサン酸ドデシル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸テトラデシル、５
，８，１１－トリオキサドコサン酸ヘキサデシル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸
２－ブチルオクチル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸２－ヘキシルデシル、５，８
，１１－トリオキサドコサン酸オクタデシル、５，８，１１－トリオキサドコサン酸イソ
オクタデシル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸メチル、５，８，１１－トリオキ
サトリコサン酸エチル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸プロピル、５，８，１１
－トリオキサトリコサン酸イソプロピル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸ブチル
、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸イソブチル、５，８，１１－トリオキサトリコ
サン酸アミル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸イソアミル、５，８，１１－トリ
オキサトリコサン酸ヘキシル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸シクロヘキシル、
５，８，１１－トリオキサトリコサン酸メチルヘキシル、５，８，１１－トリオキサトリ
コサン酸へプチル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸メチルヘプチル、５，８，１
１－トリオキサトリコサン酸オクチル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸２－エチ
ルヘキシル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸ノニル、５，８，１１－トリオキサ
トリコサン酸イソノニル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸３，５，５－トリメチ
ルヘキシル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸デシル、５，８，１１－トリオキサ
トリコサン酸イソデシル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸ドデシル、５，８，１
１－トリオキサトリコサン酸テトラデシル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸ヘキ
サデシル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１－
トリオキサトリコサン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸オ
クタデシル、５，８，１１－トリオキサトリコサン酸イソオクタデシル、５，８，１１，
１４－テトラオキサペンタデカン酸メチル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデ
カン酸エチル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸プロピル、５，８，１
１，１４－テトラオキサペンタデカン酸イソプロピル、５，８，１１，１４－テトラオキ
サペンタデカン酸ブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸イソブチル
、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸アミル、５，８，１１，１４－テト
ラオキサペンタデカン酸イソアミル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸
ヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸シクロヘキシル、５，８，
１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸メチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラ
オキサペンタデカン酸へプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸メチ
ルヘプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸オクチル、５，８，１１
，１４－テトラオキサペンタデカン酸２－エチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラ
オキサペンタデカン酸ノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸イソノ
ニル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシ
ル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸デシル、５，８，１１，１４－テ
トラオキサペンタデカン酸イソデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン
酸ドデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸テトラデシル、５，８，
１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸ヘキサデシル、５，８，１１，１４－テトラオ
キサペンタデカン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカ
ン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸オクタデシ
ル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタデカン酸イソオクタデシル、５，８，１１
，１４－テトラオキサヘキサデカン酸メチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサ
デカン酸エチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸プロピル、５，８，
１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸イソプロピル、５，８，１１，１４－テトラオ
キサヘキサデカン酸ブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸イソブチ



(18) JP 6186056 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

ル
、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸アミル、５，８，１１，１４－テト
ラオキサヘキサデカン酸イソアミル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸
ヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸シクロヘキシル、５，８，
１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸メチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラ
オキサヘキサデカン酸へプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸メチ
ルヘプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸オクチル、５，８，１１
，１４－テトラオキサヘキサデカン酸２－エチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラ
オキサヘキサデカン酸ノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸イソノ
ニル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシ
ル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸デシル、５，８，１１，１４－テ
トラオキサヘキサデカン酸イソデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン
酸ドデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸テトラデシル、５，８，
１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸ヘキサデシル、５，８，１１，１４－テトラオ
キサヘキサデカン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカ
ン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸オクタデシ
ル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸イソオクタデシル、９－メチル－
５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸メチル、９－メチル－５，８，１１，
１４－テトラオキサヘキサデカン酸エチル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラオ
キサヘキサデカン酸プロピル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデ
カン酸イソプロピル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸ブ
チル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸イソブチル、９－
メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸アミル、９－メチル－５，８
，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸イソアミル、９－メチル－５，８，１１，１
４－テトラオキサヘキサデカン酸ヘキシル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラオ
キサヘキサデカン酸シクロヘキシル、９－メチル－５，８－ジオキサルデカン酸メチルヘ
キシル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸へプチル、９－
メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸メチルヘプチル、９－メチル
－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸オクチル、９－メチル－５，８，１
１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸２－エチルヘキシル、９－メチル－５，８，１１
，１４－テトラオキサヘキサデカン酸ノニル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラ
オキサヘキサデカン酸イソノニル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキ
サデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラ
オキサヘキサデカン酸デシル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデ
カン酸イソデシル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸ドデ
シル、９－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸テトラデシル、９
－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸ヘキサデシル、９－メチル
－５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸２－ブチルオクチル、９－メチル－
５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸２－ヘキシルデシル、９－メチル－５
，８，１１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸オクタデシル、９－メチル－５，８，１
１，１４－テトラオキサヘキサデカン酸イソオクタデシル、５，８，１１，１４－テトラ
オキサオクタデカン酸メチル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸エチル
、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸プロピル、５，８，１１，１４－テ
トラオキサオクタデカン酸イソプロピル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカ
ン酸ブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸イソブチル、５，８，１
１，１４－テトラオキサオクタデカン酸アミル、５，８，１１，１４－テトラオキサオク
タデカン酸イソアミル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸ヘキシル、５
，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸シクロヘキシル、５，８，１１，１４－
テトラオキサオクタデカン酸メチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタ
デカン酸へプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸メチルヘプチル、
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５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸オクチル、５，８，１１，１４－テト
ラオキサオクタデカン酸ノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸イソ
ノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸３，５，５－トリメチルヘキ
シル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸デシル、５，８，１１，１４－
テトラオキサオクタデカン酸イソデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカ
ン酸ドデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸テトラデシル、５，８
，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸ヘキサデシル、５，８，１１，１４－テトラ
オキサオクタデカン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデ
カン酸オクタデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸イソオクタデシ
ル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸メチル、１６－メ
チル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸エチル、１６－メチル－５，８
，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸プロピル、１６－メチル－５，８，１１，１
４－テトラオキサヘプタデカン酸イソプロピル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テ
トラオキサヘプタデカン酸ブチル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘ
プタデカン酸イソブチル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカ
ン酸アミル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸イソアミ
ル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸ヘキシル、１６－
メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸シクロヘキシル、１６－メチ
ル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸メチルヘキシル、１６－メチル－
５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸へプチル、１６－メチル－５，８，１
１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸メチルヘプチル、１６－メチル－５，８，１１，
１４－テトラオキサヘプタデカン酸オクチル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テト
ラオキサヘプタデカン酸２－エチルヘキシル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テト
ラオキサヘプタデカン酸ノニル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプ
タデカン酸イソノニル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン
酸３，５，５－トリメチルヘキシル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサ
ヘプタデカン酸デシル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン
酸イソデシル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸ドデシ
ル、１６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸テトラデシル、１
６－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸ヘキサデシル、１６－メ
チル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸２－ブチルオクチル、１６－メ
チル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸２－ヘキシルデシル、１６－メ
チル－５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸オクタデシル、１６－メチル－
５，８，１１，１４－テトラオキサヘプタデカン酸イソオクタデシル、５，８，１１，１
４－テトラオキサノナデカン酸メチル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸
エチル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸プロピル、５，８，１１，１４
－テトラオキサノナデカン酸イソプロピル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカ
ン酸ブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸イソブチル、５，８，１１
，１４－テトラオキサノナデカン酸アミル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカ
ン酸イソアミル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸ヘキシル、５，８，１
１，１４－テトラオキサノナデカン酸シクロヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキ
サノナデカン酸メチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸へプチ
ル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸メチルヘプチル、５，８，１１，１
４－テトラオキサノナデカン酸オクチル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン
酸２－エチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸ノニル、５，８
，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸イソノニル、５，８，１１，１４－テトラオキ
サノナデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサノ
ナデカン酸デシル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸イソデシル、５，８
，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸ドデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサ
ノナデカン酸テトラデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸ヘキサデシ
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ル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１
，１４－テトラオキサノナデカン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１，１４－テトラオ
キサノナデカン酸オクタデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサノナデカン酸イソオ
クタデシル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸メチル、
１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸エチル、１７－メチル
－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸プロピル、１７－メチル－５，８，
１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸イソプロピル、１７－メチル－５，８，１１，
１４－テトラオキサオクタデカン酸ブチル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラ
オキサオクタデカン酸イソブチル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオ
クタデカン酸アミル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸
イソアミル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸ヘキシル
、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸シクロヘキシル、１
７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸メチルヘキシル、１７－
メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸へプチル、１７－メチル－５
，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸メチルヘプチル、１７－メチル－５，８
，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸オクチル、１７－メチル－５，８，１１，１
４－テトラオキサオクタデカン酸２－エチルヘキシル、１７－メチル－５，８，１１，１
４－テトラオキサオクタデカン酸ノニル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオ
キサオクタデカン酸イソノニル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオク
タデカン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テト
ラオキサオクタデカン酸デシル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオク
タデカン酸イソデシル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン
酸ドデシル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸テトラデ
シル、１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸ヘキサデシル、
１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸２－ブチルオクチル、
１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸２－ヘキシルデシル、
１７－メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸オクタデシル、１７－
メチル－５，８，１１，１４－テトラオキサオクタデカン酸イソオクタデシル、５，８，
１１，１４－テトラオキサイコサン酸メチル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサ
ン
酸エチル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸プロピル、５，８，１１，１４
－テトラオキサイコサン酸イソプロピル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸
ブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸イソブチル、５，８，１１，１４
－テトラオキサイコサン酸アミル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸イソア
ミル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸ヘキシル、５，８，１１，１４－テ
トラオキサイコサン酸シクロヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸メ
チルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸へプチル、５，８，１１，
１４－テトラオキサイコサン酸メチルヘプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコ
サン酸オクチル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸２－エチルヘキシル、５
，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸ノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサ
イコサン酸イソノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸３，５，５－トリ
メチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸デシル、５，８，１１，
１４－テトラオキサイコサン酸イソデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン
酸ドデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸テトラデシル、５，８，１１
，１４－テトラオキサイコサン酸ヘキサデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコ
サン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸２－ヘキシル
デシル、５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸オクタデシル、５，８，１１，１
４－テトラオキサイコサン酸イソオクタデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘン
イコサン酸メチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸エチル、５，８，
１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸プロピル、５，８，１１，１４－テトラオキサ
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ヘンイコサン酸イソプロピル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸ブチル
、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸イソブチル、５，８，１１，１４－
テトラオキサヘンイコサン酸アミル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸
イソアミル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸ヘキシル、５，８，１１
，１４－テトラオキサヘンイコサン酸シクロヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキ
サヘンイコサン酸メチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸へ
プチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸メチルヘプチル、５，８，１
１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸オクチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘ
ンイコサン酸２－エチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸ノ
ニル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸イソノニル、５，８，１１，１
４－テトラオキサヘンイコサン酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８，１１，１４
－テトラオキサヘンイコサン酸デシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン
酸イソデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸ドデシル、５，８，１
１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸テトラデシル、５，８，１１，１４－テトラオキ
サヘンイコサン酸ヘキサデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸２－
ブチルオクチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸２－ヘキシルデシル
、５，８，１１，１４－テトラオキサヘンイコサン酸オクタデシル、５，８，１１，１４
－テトラオキサヘンイコサン酸イソオクタデシル、１６－エチル－５，８，１１，１４－
テトラオキサイコサン酸メチル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコ
サン酸エチル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸プロピル、
１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸イソプロピル、１６－エチ
ル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸ブチル、１６－エチル－５，８，１１
，１４－テトラオキサイコサン酸イソブチル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テト
ラオキサイコサン酸アミル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン
酸イソアミル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸ヘキシル、
１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸シクロヘキシル、１６－エ
チル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸メチルヘキシル、１６－エチル－５
，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸へプチル、１６－エチル－５，８，１１，１
４－テトラオキサイコサン酸メチルヘプチル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テト
ラオキサイコサン酸オクチル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサ
ン酸２－エチルヘキシル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸
ノニル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸イソノニル、１６
－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸３，５，５－トリメチルヘキシ
ル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸デシル、１６－エチル
－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸イソデシル、１６－エチル－５，８，１
１，１４－テトラオキサイコサン酸ドデシル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テト
ラオキサイコサン酸テトラデシル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイ
コサン酸ヘキサデシル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸２
－ブチルオクチル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸２－ヘ
キシルデシル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸オクタデシ
ル、１６－エチル－５，８，１１，１４－テトラオキサイコサン酸イソオクタデシル、５
，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸メチル、５，８，１１，１４－テトラオキサ
ドコサン酸エチル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸プロピル、５，８，１
１，１４－テトラオキサドコサン酸イソプロピル、５，８，１１，１４－テトラオキサド
コサン酸ブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸イソブチル、５，８，１
１，１４－テトラオキサドコサン酸アミル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン
酸イソアミル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸ヘキシル、５，８，１１，
１４－テトラオキサドコサン酸シクロヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコ
サン酸メチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸へプチル、５，８
，１１，１４－テトラオキサドコサン酸メチルヘプチル、５，８，１１，１４－テトラオ
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キサドコサン酸オクチル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸２－エチルヘキ
シル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸ノニル、５，８，１１，１４－テト
ラオキサドコサン酸イソノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸３，５，
５－トリメチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸デシル、５，８
，１１，１４－テトラオキサドコサン酸イソデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサ
ドコサン酸ドデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸テトラデシル、５，
８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸ヘキサデシル、５，８，１１，１４－テトラオ
キサドコサン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸２－
ヘキシルデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサドコサン酸オクタデシル、５，８，
１１，１４－テトラオキサドコサン酸イソオクタデシル、５，８，１１，１４－テトラオ
キサトリコサン酸メチル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸エチル、５，
８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸プロピル、５，８，１１，１４－テトラオキ
サトリコサン酸イソプロピル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸ブチル、
５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸イソブチル、５，８，１１，１４－テト
ラオキサトリコサン酸アミル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸イソアミ
ル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸ヘキシル、５，８，１１，１４－テ
トラオキサトリコサン酸シクロヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン
酸メチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸へプチル、５，８，
１１，１４－テトラオキサトリコサン酸メチルヘプチル、５，８，１１，１４－テトラオ
キサトリコサン酸オクチル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸２－エチル
ヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸ノニル、５，８，１１，１４
－テトラオキサトリコサン酸イソノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン
酸３，５，５－トリメチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸デ
シル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸イソデシル、５，８，１１，１４
－テトラオキサトリコサン酸ドデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸
テトラデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸ヘキサデシル、５，８，
１１，１４－テトラオキサトリコサン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１，１４－テト
ラオキサトリコサン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサ
ン酸オクタデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサトリコサン酸イソオクタデシル、
５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸メチル、５，８，１１，１４－テトラ
オキサテトラコサン酸エチル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸プロピ
ル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸イソプロピル、５，８，１１，１
４－テトラオキサテトラコサン酸ブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサ
ン酸イソブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸アミル、５，８，１
１，１４－テトラオキサテトラコサン酸イソアミル、５，８，１１，１４－テトラオキサ
テトラコサン酸ヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸シクロヘキ
シル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸メチルヘキシル、５，８，１１
，１４－テトラオキサテトラコサン酸へプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサテト
ラコサン酸メチルヘプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸オクチル
、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸２－エチルヘキシル、５，８，１１
，１４－テトラオキサテトラコサン酸ノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラ
コサン酸イソノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸３，５，５－ト
リメチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸デシル、５，８，
１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸イソデシル、５，８，１１，１４－テトラオキ
サテトラコサン酸ドデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸テトラデ
シル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸ヘキサデシル、５，８，１１，
１４－テトラオキサテトラコサン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１，１４－テトラオ
キサテトラコサン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサ
ン酸オクタデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサテトラコサン酸イソオクタデシル
、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸メチル、５，８，１１，１４－テト
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ラオキサペンタコサン酸エチル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸プロ
ピル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸イソプロピル、５，８，１１，
１４－テトラオキサペンタコサン酸ブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコ
サン酸イソブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸アミル、５，８，
１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸イソアミル、５，８，１１，１４－テトラオキ
サペンタコサン酸ヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸シクロヘ
キシル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸メチルヘキシル、５，８，１
１，１４－テトラオキサペンタコサン酸へプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサペ
ン
タコサン酸メチルヘプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸オクチル
、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸２－エチルヘキシル、５，８，１１
，１４－テトラオキサペンタコサン酸ノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタ
コサン酸イソノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸３，５，５－ト
リメチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸デシル、５，８，
１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸イソデシル、５，８，１１，１４－テトラオキ
サペンタコサン酸ドデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸テトラデ
シル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸ヘキサデシル、５，８，１１，
１４－テトラオキサペンタコサン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１，１４－テトラオ
キサペンタコサン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサ
ン酸オクタデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサペンタコサン酸イソオクタデシル
、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸メチル、５，８，１１，１４－テト
ラオキサヘキサコサン酸エチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸プロ
ピル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸イソプロピル、５，８，１１，
１４－テトラオキサヘキサコサン酸ブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコ
サン酸イソブチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸アミル、５，８，
１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸イソアミル、５，８，１１，１４－テトラオキ
サヘキサコサン酸ヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸シクロヘ
キシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸メチルヘキシル、５，８，１
１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸へプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘ
キサコサン酸メチルヘプチル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸オクチ
ル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸２－エチルヘキシル、５，８，１
１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸ノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキ
サコサン酸イソノニル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸３，５，５－
トリメチルヘキシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸デシル、５，８
，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸イソデシル、５，８，１１，１４－テトラオ
キサヘキサコサン酸ドデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸テトラ
デシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸ヘキサデシル、５，８，１１
，１４－テトラオキサヘキサコサン酸２－ブチルオクチル、５，８，１１，１４－テトラ
オキサヘキサコサン酸２－ヘキシルデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコ
サン酸オクタデシル、５，８，１１，１４－テトラオキサヘキサコサン酸イソオクタデシ
ル等が挙げられる。
【００４６】
　本発明の化合物は、４０℃における動粘度（ｖ）（以下、「４０℃動粘度（ｖ）」また
は「４０℃動粘度」ともいう。）が４ｍｍ２/ｓ～３０ｍｍ２/ｓであるものであればよい
。４０℃動粘度が上記範囲である化合物は、潤滑剤用の基油、特に、軸受用潤滑剤用およ
び冷凍機油用の基油として適している。４０℃動粘度は、４ｍｍ２/ｓ～２０ｍｍ２/ｓで
あることが好ましく、６ｍｍ２/ｓ～１５ｍｍ２/ｓであることがより好ましい。４０℃動
粘度が上記範囲である化合物を基油として含む潤滑剤は、潤滑性能および省エネルギー性
能に特に優れたものとなり得る。
【００４７】
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　本発明の化合物は、上記一般式（１）中、ｍは１０～１４の整数であり、ｎは１～１２
の整数であり、ｐは２であり、且つ１１≦ ｎ＋ｍ ≦ ２６を満たし、且つ４０℃動粘度
（ｖ）が４ｍｍ２/ｓ ≦ ｖ ≦ ２０ｍｍ２/ｓを満たすものであることが好ましい。なか
でも、上記一般式（１）中、ｍは１２であり、ｎは８であり、ｐは２である化合物；上記
一般式（１）中、ｍは１４であり、ｎは８であり、ｐは２である化合物；および上記一般
式（１）中、ｍは１０であり、ｎは８であり、ｐは２である化合物が、より好ましい。
【００４８】
　また、本発明の化合物は、上記一般式（１）中、ｍは１～１４の整数であり、ｎは１～
１２の整数であり、ｐは１であり、且つ５ ≦ ｎ＋ｍ ≦ ２６を満たし、且つ４０℃動粘
度（ｖ）が４ｍｍ２/ｓ ≦ ｖ ≦ ２０ｍｍ２/ｓを満たすものであることが好ましい。
【００４９】
　また、本発明の化合物は、上記一般式（１）中、ｍは１～１８の整数であり、ｎは１～
１２の整数であり、ｐは３であり、且つ２ ≦ ｎ＋ｍ ≦ ３０を満たし、且つ４０℃動粘
度（ｖ）が４ｍｍ２/ｓ ≦ ｖ ≦ ３０ｍｍ２/ｓを満たすものであることが好ましい。
【００５０】
　さらに、本発明の化合物の中でも、粘度指数が、好ましくは１６０以上、より好ましく
は１８０以上であり、且つ固化温度が、好ましくは－１０℃以下、より好ましくは－２０
℃以下である化合物は、潤滑剤用の基油、特に、軸受用潤滑剤用および冷凍機油用の基油
としてより適している。粘度指数および固化温度が上記範囲である化合物を基油として含
む潤滑剤は、低温流動性に特に優れたものとなり得る。
【００５１】
　また、本発明の化合物の中でも、蒸発量が、好ましくは２０重量％以下、より好ましく
は１０重量％以下であり、且つ酸価が、好ましくは１ｍｇＫＯＨ／ｇ以下、より好ましく
は０．５ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である化合物は、潤滑剤用の基油、特に、軸受用潤滑剤用お
よび冷凍機油用の基油としてより適している。蒸発量および酸価が上記範囲である化合物
を基油として含む潤滑剤は、耐熱性に特に優れたものとなり得る。
【００５２】
　本発明の化合物の中でも、４０℃動粘度が６ｍｍ２/ｓ～１５ｍｍ２/ｓであり、粘度指
数が１６０以上であり、固化温度が－１５℃以下であり、蒸発量が１５重量％以下であり
、且つ酸価が０．５ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である化合物を基油として含む潤滑剤は、軸受用
潤滑剤として要求される省エネルギー性、耐熱性および低温流動性の性能バランスに優れ
た潤滑剤となり得る。また、４０℃動粘度が４ｍｍ２/ｓ～３０ｍｍ２/ｓであり、粘度指
数が１６０以上であり、固化温度が－１０℃以下であり、蒸発量が２０重量％以下であり
、且つ酸価が０．５ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である化合物を基油として含む潤滑剤は、冷凍機
油として要求される省エネルギー性、耐熱性および低温流動性の性能バランスに優れた潤
滑剤となり得る。
【００５３】
　なお、本明細書において、上記「４０℃動粘度」、上記「粘度指数」、上記「固化温度
」、上記「蒸発量」および上記「酸価」は、後述する実施例に示した方法によって測定し
た値をいう。
【００５４】
　以下に、本発明の化合物の合成方法の一例を説明する。
【００５５】
　＜化合物の合成方法＞
　上記一般式（１）で表される化合物は、例えば、γ－ブチロラクトンと下記一般式（２
）で表されるアルコールとのエステル化およびエーテル化反応によって得ることができる
。また、このようにして取得した上記一般式（１）で表される化合物と下記一般式（３）
で表されるアルコールとのエステル交換反応により、上記一般式（１）で表される範囲内
で、望みの分子構造へと調整することができる：
　　ＣｎＨ２ｎ＋１－（Ｏ－ＣＨ２ＣＨ２）ｐ－Ｏ－Ｈ　…　（２）
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　　Ｈ－Ｏ－ＣｍＨ２ｍ＋１　…　（３）
（一般式（２）および一般式（３）中、Ｏは酸素原子であり、Ｃは炭素原子であり、Ｈは
水素原子であり、ｐは１～３の整数であり、ｍは１～１８の整数であり、ｎは１～１２の
整数であり、且つ２≦ ｎ＋ｍ ≦３０を満たす。）。
【００５６】
　但し、本発明の化合物の合成方法は上記の方法に限定されるものではない。
【００５７】
　上述したエステル交換反応を十分に行った後に、公知の方法（例えば、減圧蒸留等）を
用いて生成物を適宜精製することによって、上記一般式（１）で表される化合物を、潤滑
剤の基油として用いることができる。
【００５８】
　〔２．本発明に係る潤滑剤〕
　本発明に係る潤滑剤（以下、「本発明の潤滑剤」ともいう。）は、上述した本発明の化
合物を含有していることを特徴としている。すなわち、本発明の潤滑剤は、本発明の化合
物を基油として含有している潤滑剤である。なお、本発明の化合物については、上記「１
．本発明に係る化合物」の項で説明したとおりであるので、ここでは説明は省略する。
【００５９】
　本発明の潤滑剤は、本発明の化合物を、潤滑剤の総重量に対して、５０重量％～９７重
量％含有していることが好ましく、８０重量％～９７重量％含有していることがより好ま
しく、９５重量％～９７重量％含有していることが最も好ましい。本発明の潤滑剤におけ
る本発明の化合物の含有量が上記範囲内であれば、従来の潤滑剤と比較して、低粘度であ
り（省エネルギー性に優れ）、且つ耐熱性および低温流動性に優れた潤滑剤となり得る。
本発明の潤滑剤は、本発明の化合物を、１種を単独で含有していてもよく、複数種を組み
合わせて含有していてもよい。
【００６０】
　本発明の潤滑剤は、本発明の化合物として、上記一般式（１）中、ｍは１０～１４の整
数であり、ｎは１～１２の整数であり、ｐは２であり、且つ１１≦ ｎ＋ｍ ≦ ２６を満
たし、且つ４０℃動粘度（ｖ）が４ｍｍ２/ｓ ≦ ｖ ≦ ２０ｍｍ２/ｓを満たす化合物を
基油として含有していることが好ましい。なかでも、上記一般式（１）中、ｍは１２であ
り、ｎは８であり、ｐは２である化合物；上記一般式（１）中、ｍは１４であり、ｎは８
であり、ｐは２である化合物；または上記一般式（１）中、ｍは１０であり、ｎは８であ
り、ｐは２である化合物を基油として含有していることがより好ましい。かかる潤滑剤は
、従来の潤滑剤と比較して、省エネルギー性、耐熱性および低温流動性に優れ、且つこれ
らの性能バランスに優れた潤滑剤となり得る。
【００６１】
　また、本発明の潤滑剤は、本発明の化合物として、上記一般式（１）中、ｍは１～１４
の整数であり、ｎは１～１２の整数であり、ｐは１であり、且つ５ ≦ ｎ＋ｍ ≦ ２６を
満たし、且つ４０℃動粘度（ｖ）が４ｍｍ２/ｓ ≦ ｖ ≦ ２０ｍｍ２/ｓを満たすもので
ある化合物を基油として含有していることが好ましい。かかる潤滑剤は、従来の潤滑剤と
比較して、省エネルギー性、耐熱性および低温流動性に優れ、且つこれらの性能バランス
に優れた潤滑剤となり得る。
【００６２】
　また、本発明の潤滑剤は、本発明の化合物として、上記一般式（１）中、ｍは１～１８
の整数であり、ｎは１～１２の整数であり、ｐは３であり、且つ２ ≦ ｎ＋ｍ ≦ ３０を
満たし、且つ４０℃動粘度（ｖ）が４ｍｍ２/ｓ ≦ ｖ ≦ ３０ｍｍ２/ｓを満たすもので
ある化合物を基油として含有していることが好ましい。かかる潤滑剤は、従来の潤滑剤と
比較して、省エネルギー性、耐熱性および低温流動性に優れ、且つこれらの性能バランス
に優れた潤滑剤となり得る。
【００６３】
　本発明の潤滑剤は、本発明の化合物に加えて、鉱油、オレフィン重合体、アルキルベン
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ゼン等の炭化水素系油や、ポリグリコール、ポリビニルエーテル、ケトン、ポリフェニル
エーテル、シリコーン、ポリシロキサン、パーフルオロエーテル、本発明の化合物以外の
エステルやエーテル等の酸素原子を含有している合成油を含有していてもよい。これらの
炭化水素系油または合成油は、潤滑剤の総重量に対して、１重量％～５０重量％の範囲内
で含まれていることが好ましい。本発明の潤滑剤における上記炭化水素系油または合成油
の含有量が上記範囲内であれば、従来の潤滑剤と比較して、低粘度であり（省エネルギー
性に優れ）、且つ耐熱性および低温流動性に優れ、且つこれらの性能をバランスよく満足
させることができる。
【００６４】
　さらに、本発明の潤滑剤は、基油としての本発明の化合物に加えて、実用性能をより向
上させるために、各種の添加剤が配合されていてもよい。このような添加剤としては、例
えば、フェノール系酸化防止剤、アミン系酸化防止剤、硫黄系酸化防止剤、リン系酸化防
止剤、耐加水分解性向上剤としてのエポキシ化合物、金属不活性化剤としてのベンゾトリ
アゾール誘導体、極圧剤としてのジチオリン酸亜鉛等を挙げることができる。
【００６５】
　これらの添加剤から選択される１種以上を、それぞれ、潤滑剤の総重量に対して０．０
１重量％～３重量％の範囲で配合することによって、本発明の潤滑剤の実用性能をより向
上させることができる。
【００６６】
　上記「フェノール系酸化防止剤」としては、例えば、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノー
ル、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メチルフェノール、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－エ
チルフェノール、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール（エチル７４４）
、４，４’－メチレンビス（２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール）、２，２’－チオビス
（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）等が挙げられる。また、上記「アミン系酸化
防止剤」としては、例えば、Ｎ－フェニル－α－ナフチルアミン、ｐ，ｐ’－ジオクチル
ジフェニルアミン等が挙げられる。また、上記「硫黄系酸化防止剤」としては、例えば、
フェノチアジン等が挙げられる。
【００６７】
　上記以外の酸化防止剤、摩耗防止剤、極圧剤としては、例えば、トリクレジルホスフェ
ート、クレジルジフェニルホスフェート、アルキルフェニルホスフェート類、トリブチル
ホスフェート、ジブチルホスフェート等のリン酸エステル類、トリブチルホスファイト、
トリフェニルホスファイト、トリクレジルホスファイト等の亜リン酸エステル類およびこ
れらのアミン塩等のリン系化合物；硫化油脂、硫化オレイン酸等の硫化脂肪酸、ジベンジ
ルジスルフィド、硫化オレフィン、ジアルキルジスルフィド等の硫黄系化合物；Ｚｎ－ジ
アルキルジチオフォスフェート、Ｚｎ－ジアルキルジチオカルバメート、Ｍｏ－ジアルキ
ルジチオフォスフェート、Ｍｏ－ジアルキルジチオカルバメート等の有機金属系化合物；
等が使用可能である。
【００６８】
　本発明の潤滑剤は、４０℃動粘度が、４ｍｍ２/ｓ～３０ｍｍ２/ｓの範囲であることが
好ましく、４ｍｍ２/ｓ～２０ｍｍ２/ｓの範囲であることがより好ましく、６ｍｍ２/ｓ
～１５ｍｍ２/ｓの範囲であることがさらに好ましい。４０℃動粘度が上記範囲であれば
、潤滑剤として、潤滑性能および省エネルギー性能に特に優れたものとなり得る。
【００６９】
　また、本発明の潤滑剤は、粘度指数が、好ましくは１６０以上、より好ましくは１８０
以上であり、且つ固化温度が、好ましくは－１０℃以下、より好ましくは－２０℃以下で
ある場合に、低温流動性に特に優れたものとなり得る。
【００７０】
　また、本発明の潤滑剤は、蒸発量が、好ましくは２０重量％以下、より好ましくは１０
重量％以下であり、且つ酸価が、好ましくは１ｍｇＫＯＨ／ｇ以下、より好ましくは０．
５ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である場合に、耐熱性に特に優れたものとなり得る。
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【００７１】
　本発明の潤滑剤のなかでも、４０℃動粘度が６ｍｍ２/ｓ～１５ｍｍ２/ｓであり、粘度
指数が１６０以上であり、固化温度が－１５℃以下であり、蒸発量が１５重量％以下であ
り、且つ酸価が０．５ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である潤滑剤は、軸受用潤滑剤として要求され
る省エネルギー性、耐熱性および低温流動性の性能バランスに優れた潤滑剤となり得る。
また、４０℃動粘度が４ｍｍ２/ｓ～３０ｍｍ２/ｓであり、粘度指数が１６０以上であり
、固化温度が－１０℃以下であり、蒸発量が２０重量％以下であり、且つ酸価が０．５ｍ
ｇＫＯＨ／ｇ以下である潤滑剤は、冷凍機油として要求される省エネルギー性、耐熱性お
よび低温流動性の性能バランスに優れた潤滑剤となり得る。
【００７２】
　以上のように、本発明の潤滑剤は、従来の潤滑剤と比較して、低粘度であり（省エネル
ギー性に優れ）、且つ耐熱性および低温流動性に優れ、且つこれらの性能をバランスよく
満足させることができる。それゆえ、本発明の潤滑剤を、軸受を潤滑させるための作動流
体として用いることによって、軸受を高速回転させたときの安定性および耐久性等を長期
にわたって保持することができ、且つ省エネルギー性を向上させることができる。さらに
は、広い温度範囲における使用に耐え得る軸受を提供することができる。従って、本発明
の潤滑剤は、小型・軽量化、大容量化、情報の高速処理化が要求されている映像・音響機
器、サーバー、パーソナルコンピューター等の電子機器の回転装置等に設けられた軸受の
ための潤滑剤として有効に用いることができる。
【００７３】
　本発明の潤滑剤は、潤滑剤を用いて潤滑されるあらゆる軸受用の潤滑剤として使用され
得る。例えば、軸部材と軸受部材（スリーブ部材）とを備え、当該軸部材と当該軸受部材
とが、微小間隙を介して回転可能に嵌合し、当該微小間隙には、潤滑膜を形成するように
作動流体（潤滑剤）が収容され、上記軸部材と上記軸受部材とが、上記潤滑膜を介して相
対的にすべり運動をするあらゆる軸受に対して潤滑剤として好適に使用することができる
。このような軸受は、一般に「すべり軸受」と称される。
【００７４】
　さらに、本発明の潤滑剤は、流体動圧軸受（流体動圧軸受もしくは静圧軸受）用の潤滑
剤、または含浸軸受（「含油軸受」ともいう。）用の潤滑剤としても好適に使用すること
ができる。
【００７５】
　また、本発明の潤滑剤は、グリースを製造するために使用することができる。本発明の
潤滑剤をグリース基油として用いることによって、グリースを製造することができる。か
かるグリースについては、後述する。
【００７６】
　また、本発明の潤滑剤は、冷凍機における潤滑油（冷凍機油）としても使用することが
できる。かかる冷凍機油については、後述する。
【００７７】
　〔３．本発明に係る軸受〕
　本発明に係る軸受（以下、「本発明の軸受」ともいう。）は、上述した本発明の潤滑剤
を用いて潤滑される軸受であれば、その構成は特に限定されるものではない。なお、上記
「本発明の潤滑剤を用いて潤滑される」とは、本発明の潤滑剤を介して対向する部材同士
が、本発明の潤滑剤を介して相対的にすべり運動をすることを意図している。
【００７８】
　このような軸受としては、例えば、流体動圧軸受、含浸軸受を挙げることができる。な
お、本発明の潤滑剤については、上記「２．本発明に係る潤滑剤」の項で説明したとおり
であるので、ここでは説明は省略する。
【００７９】
　ここで、上記「流体動圧軸受」としては、ボールベアリング等の機構を有さず、軸部材
（または、スラストプレート）とスリーブ部材とを備え、当該軸部材（または、スラスト
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プレート）と当該スリーブ部材とが、微小間隙を介して回転可能に嵌合し、当該微小間隙
には、潤滑膜を形成するように作動流体（潤滑剤）が収容され、上記軸部材（または、ス
ラストプレート）と上記スリーブ部材とが、上記潤滑膜によって互いに直接接触すること
がないように保持されている、従来公知の流体動圧軸受であれば、その構成は特に限定さ
れるものではない。
【００８０】
　流体動圧軸受のなかでも、軸部材およびスリーブ部材のどちらか一方またはこれらの両
方に動圧発生溝が設けられ、当該軸部材が、動圧によって支承されている流体動圧軸受；
軸部材の回転軸に対して垂直方向に動圧を生じるようにスラストプレートが設けられてい
る流体動圧軸受等は、特に、流体動圧軸受と称される。本発明の軸受には、かかる流体動
圧軸受も包含される。
【００８１】
　上記流体動圧軸受においては、軸部材（または、スラストプレート）が回転していない
ときには動圧が生じない。このため、軸部材（または、スラストプレート）が回転してい
ないときには、スリーブ部材と軸部材（または、スラストプレート）とは部分的にもしく
は全面で接触している。これに対して、軸部材（または、スラストプレート）が回転して
いるときには、その回転によって動圧が生じる。このため、スリーブ部材と軸部材（また
は、スラストプレート）とは非接触状態となる。すなわち、流体動圧軸受においては、ス
リーブ部材と軸部材（または、スラストプレート）とが、常に、接触または非接触を繰り
返している。それゆえ、従来の流体動圧軸受においては、スリーブ部材と軸部材（または
、スラストプレート）との間に金属摩耗が起こったり、回転時にスリーブ部材と軸部材（
または、スラストプレート）とが一時的に接触することによって焼付きが起こったりする
場合がある。さらに、軸受に静電気が蓄積され易いため、磁気ディスク等の重要な電子部
品に静電破壊が生じる場合がある。しかし、本発明に係る流体動圧軸受は、本発明の潤滑
剤を用いて潤滑されるので、このような金属摩耗や焼付きが起こり難く、また、スリーブ
部材と軸部材（または、スラストプレート）との間に静電気が蓄積され難い。
【００８２】
　また、上記「含浸軸受」としては、焼結金属、合成樹脂等の多孔質の軸部材に本発明の
潤滑剤を含浸してなる、従来公知の含浸軸受（含油軸受）であれば、その構成は特に限定
されるものではない。
【００８３】
　従来の含浸軸受では、軸受部材と軸部材との間に金属摩耗が起こったり、軸部材の回転
時に軸受部材と軸部材とが一時的に接触することによって焼付きが起こったりする場合が
ある。さらに、軸受に静電気が蓄積され易いため、磁気ディスク等の重要な電子部品に静
電破壊が生じる場合がある。しかし、本発明に係る含浸軸受は、本発明の潤滑剤を用いて
潤滑されるので、このような金属摩耗や焼付きが起こり難く、また、軸受部材と軸部材と
の間に静電気が蓄積され難い。
【００８４】
　上述したように、本発明の潤滑剤は、従来の潤滑剤と比較して、低粘度であり（省エネ
ルギー性に優れ）、且つ耐熱性および低温流動性に優れ、且つこれらの性能をバランスよ
く満足させることができる。それゆえ、本発明の潤滑剤を作動流体として用いて潤滑され
る本発明の軸受は、高速回転させたときの安定性および耐久性等が長期に保持され、且つ
省エネルギー性に優れた軸受となり得る。さらには、広い温度範囲における使用に耐え得
る軸受となり得る。従って、本発明の軸受は、小型・軽量化、大容量化、情報の高速処理
化が要求されている映像・音響機器、サーバー、パーソナルコンピューター等の電子機器
の回転装置等に使用される軸受として有効に用いることができる。
【００８５】
　〔４．本発明に係る軸受の潤滑方法〕
　本発明に係る軸受の潤滑方法は、本発明の軸受を、本発明の潤滑剤を用いて潤滑させる
ことを特徴としている。なお、本発明の潤滑剤および本発明の軸受については、それぞれ
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、上記「２．本発明に係る潤滑剤」の項および上記「３．本発明に係る軸受」の項で説明
したとおりであるので、ここでは説明は省略する。
【００８６】
　上述したように、本発明の潤滑剤は、従来の潤滑剤と比較して、低粘度であり（省エネ
ルギー性に優れ）、且つ耐熱性および低温流動性に優れ、且つこれらの性能をバランスよ
く満足させることができる。それゆえ、本発明の潤滑剤を、軸受を潤滑させるための作動
流体として、軸受、特に、流体動圧軸受または含浸軸受に充填して潤滑することによって
、軸受を高速回転させたときの安定性および耐久性等を長期にわたって保持することがで
き、その結果、軸受の長寿命化を達成することができる。また、軸受の省エネルギー性を
向上させることができる。さらには、広い温度範囲における使用に耐え得る軸受を提供す
ることができる。
【００８７】
　〔５．本発明に係るモータ〕
　本発明に係るモータは、本発明の軸受を備えていれば、その他の構成は特に限定されな
い。なお、本発明の軸受については、上記「３．本発明に係る軸受」の項で説明したとお
りであるので、ここでは説明は省略する。
【００８８】
　本発明に係るモータとしては、例えば、サーバー、パーソナルコンピューター、音響機
器、ビジュアル機器、カーナビゲーションの公知の電子機器に備えられているモータを挙
げることができる。
【００８９】
　本発明に係るモータは、本発明の潤滑剤を用いて潤滑されている軸受を備えているので
、従来のモータと比較して、金属摩耗や焼付きが起こり難く、また、軸受部材と軸部材と
の間に静電気が蓄積され難い。このため、軸受を高速回転させたときの安定性および耐久
性等を長期にわたって保持することができ、その結果、モータの長寿命化を達成すること
ができる。また、本発明に係るモータは、従来のモータと比較して、軸受を高速回転させ
たときの省エネルギー性に特に優れたモータとなり得る。さらには、従来のモータと比較
して、広い温度範囲における使用に耐え得るモータとなり得る。
【００９０】
　〔６．本発明に係るグリース〕
　本発明に係るグリースは、本発明の潤滑剤を含有していることを特徴としている。なお
、本発明の潤滑剤については、上記「２．本発明に係る潤滑剤」の項で説明したとおりで
あるので、ここでは説明は省略する。
【００９１】
　本発明の潤滑剤は、グリースの総重量に対して、５０重量％～９７重量％含まれている
ことが好ましく、９５重量％～９７重量％含まれていることがより好ましい。
【００９２】
　本発明に係るグリースは、常温で固体であってもよく、半固体であってもよい。
【００９３】
　本発明に係るグリースには、所望のちょう度を有するグリースにするために必要な量の
増ちょう剤が含まれている。例えば、通常、グリースの総重量に対して、１０重量％～４
０重量％の増ちょう剤が含有されている。
【００９４】
　上記「増ちょう剤」としては、グリースにおいて通常使用される増ちょう剤を用いるこ
とができ、例えば、リチウム石けん、カルシウム石けん、ナトリウム石けん、アルミニウ
ム石けん等が挙げられるが、これらに限定されない。
【００９５】
　本発明に係るグリースは、必要に応じて、酸化防止剤、極圧剤、腐食防止剤等の添加剤
がさらに配合されていてもよい。これらの添加剤は、それぞれ、グリースの総重量に対し
て０．１重量％～３重量％の範囲で配合することによって、グリースの実用性能をより向
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上させることができる。
【００９６】
　本発明に係るグリースの用途は特に限定されないが、軸受用グリース、特に、流体動圧
軸受用グリースまたは含浸軸受用グリースとして好適に使用することができる。
【００９７】
　本発明に係るグリースの製造方法は特に限定されず、一般的なグリースの製造方法に従
って製造することができる。
【００９８】
　本発明に係るグリースは、基油として、本発明の潤滑剤を含有しているので、従来のグ
リースと比較して、省エネルギー性、耐熱性および低温流動性等の性能の全てをより確実
に、且つバランスよく満たすグリースとなり得る。
【００９９】
　〔７．本発明に係る冷凍機油〕
　本発明に係る冷凍機油（以下、「本発明の冷凍機油」ともいう。）は、本発明の化合物
を含有していることを特徴としている。なお、本発明の化合物については、上記「１．本
発明に係る化合物」の項で説明したとおりであるので、ここでは説明は省略する。
【０１００】
　本発明に係る冷凍機油は、基油として、本発明の化合物を含有しているので、従来の冷
凍機油と比較して、省エネルギー性、耐熱性および低温流動性に優れ、且つこれらの性能
の全てをより確実に且つバランスよく満たす冷凍機油となり得る。さらには、本発明の化
合物は、炭化水素冷媒に対して適度の相溶性または溶解性を有しているため、かかる化合
物を含有している本発明の冷凍機油は、潤滑性や安定性等に特に優れた冷凍機油となり得
る。
【０１０１】
　本発明に係る冷凍機油において、本発明の化合物に由来する未反応で残存する酸および
水酸基の量は特に制限されないが、カルボキシル基や水酸基は残存しないことが好ましい
。カルボキシル基の残存量が多い場合は、カルボキシル基と冷凍機内部に使用されている
金属とが反応することにより金属石けん等が生成されて沈殿する等の好ましくない現象が
起こる場合がある。このため、本発明に係る冷凍機油に含まれている本発明の化合物とし
ては、酸価が３ｍｇＫＯＨ/ｇ以下のものであることが好ましく、０.５ｍｇＫＯＨ/ｇ以
下のものであることがより好ましい。また、本発明の化合物に含まれている水酸基の残存
量が多い場合は、エステルが低温において白濁し、その結果、冷凍サイクルのキャピラリ
ー装置を閉塞させる等の好ましくない現象が起こる場合がある。このため、本発明に係る
冷凍機油に含まれている本発明の化合物としては、水酸基価が３ｍｇＫＯＨ/ｇ以下のも
のであることが好ましく、０．５ｍｇＫＯＨ/ｇ以下のものであることがより好ましい。
【０１０２】
　本発明の冷凍機油は、本発明の化合物を、冷凍機油の総重量に対して、５０重量％～９
７重量％含有していることが好ましく、８０重量％～９７重量％含有していることがより
好ましい。本発明の冷凍機油における本発明の化合物の含有量が上記範囲内であれば、従
来の冷凍機油と比較して、低粘度であり（省エネルギー性に優れ）、且つ耐熱性および低
温流動性に優れた冷凍機油となり得る。また、潤滑性や安定性等に特に優れた冷凍機油と
なり得る。本発明の冷凍機油は、本発明の化合物を、１種を単独で含有していてもよく、
複数種を組み合わせて含有していてもよい。
【０１０３】
　本発明の冷凍機油には、冷凍機油としての機能を満足する範囲において、ポリアルキレ
ングリコール、アルキルベンゼン、鉱油等の潤滑油を適宜混合してもよい。また、本発明
の冷凍機油には、従来、冷凍機油に使用されている酸化防止剤、摩耗防止剤、エポキシ化
合物等の添加剤を適宜添加してもよい。添加剤の含有量は、本発明の冷凍機油の総重量に
対して３重量％以下であることが好ましい。
【０１０４】
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　本発明に係る冷凍機油の製造方法は特に限定されず、一般的な冷凍機油の製造方法に従
って製造することができる。
【０１０５】
　本発明の化合物は、炭化水素冷媒に対して適度の相溶性または溶解性を有しているため
、本発明の化合物を主成分とする本発明の冷凍機油は、炭化水素冷媒を用いた冷凍機油と
して用いる場合に、低温から高温までの広い領域にて冷媒と相互に適切な相溶性または溶
解性を示してその潤滑性および熱安定性を大幅に向上させることができる。
【０１０６】
　本発明の冷凍機油は、エタン、プロパン、ブタン、イソブタン等の炭素数１～５の低級
炭化水素や、ジフルオロメタン（Ｒ－３２）、テトラフルオロエタン（Ｒ－１３４または
Ｒ－１３４ａ）等の新しい水素含有フロン冷媒を冷媒として用いる冷凍機の潤滑油として
用いることができる。特に、圧縮機、凝縮器、絞り装置（膨張弁またはキャピラリーチュ
ーブ等の冷媒流量制御部）、蒸発器等を有し、これらの間で冷媒を循環させる冷却効率の
高い冷凍システムであって、特に、ロータリーコンプレッサ等の高圧コンプレッサを有す
る冷凍機における潤滑油として、好適に使用できる。
【０１０７】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【実施例】
【０１０８】
　以下、本発明を実施例により具体的に説明するが、本発明は実施例によって限定される
ものではない。
【０１０９】
　〔実施例１～１０、参考例１～８〕
　上記一般式（１）で表される化合物の分子量、動粘度、粘度指数、酸価、２０℃での状
態、低温流動性（固化温度）、潤滑性および耐熱性を評価した。
【０１１０】
　一般式（１）で表される化合物として、実施例１～１０、参考例１～８の化合物を合成
した。これらの化合物は、上記「１．本発明に係る化合物」の項で上述した手法で合成し
た。実施例１～１０、参考例１～８の化合物を表１に示す。
【０１１１】
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【表１】

【０１１２】
　各実施例の化合物の分子量、動粘度、粘度指数、酸価、２０℃での状態、低温流動性（
固化温度）および潤滑性試験の結果を表２に示した。また、各実施例の化合物に、各々２
重量％のアミン系酸化防止剤（R.T.VANDERBILT CO.,INC.製，VANLUBE 81）を配合した場
合の耐熱性試験の結果もあわせて表２に示した。



(33) JP 6186056 B2 2017.8.23

10

20

30

【０１１３】
　〔比較例１～１０〕
　従来、潤滑油などとして使用されている比較例１～１０の化合物を既存の手法で合成し
、実施例１～１０、参考例１～８の化合物と同じ試験を行った。なお、比較例１０の化合
物は、特開２０１２－５６８７３号公報（特許文献４）に記載の化合物と同じものである
。比較例１０の化合物を表１に示した。
【０１１４】
　＜評価方法＞
　化合物の動粘度、粘度指数、酸価、低温流動性（固化温度）、潤滑性および耐熱性につ
いては、それぞれ、次の方法で評価試験を行った。
１）　４０℃動粘度：ＪＩＳ Ｋ ２２８３に準じ、キャノン－フェンスケ粘度計を用いて
動粘度を測定した。
２）　１００℃動粘度：ＪＩＳ Ｋ ２２８３に準じ、キャノン－フェンスケ粘度計を用い
て動粘度を測定した。
３）　粘度指数：ＪＩＳ Ｋ ２２８３に準じ、算出した。
４）　酸価：ＪＩＳ Ｋ ２５０１に準じ、測定した。
５）　低温における流動特性（固化温度）：内径１８ｍｍ、胴高３５ｍｍ円筒型ガラス容
器に各化合物２ｇを入れて密封し、低温恒温槽で１２時間、所定の温度で静置した後取り
出し、直ちに容器を傾けた際、流動性が見られなくなった温度を固化温度とした。なお、
温度は０℃から－４０℃まで５℃間隔で試験を行いデータ採取した。
６）　潤滑性試験：協伸電機製作所製、ボール－プレート型摩擦試験機（Ｔｒｉｂｏ　Ｔ
ｅｓｔｅｒ）を用い、１００℃における往復摺動の摩擦係数を測定した。材質がＳＵＪ２
であり寸法がφ３／１６ｉｎｃｈのボールと、材質がＳＫ材であり寸法が縦１８ｍｍ、横
２８ｍｍ、厚さ１ｍｍのプレートを用いた。各化合物４ｍｌを用い、すべり速度５ｍｍ／
秒、垂直加重１００ｇで試験を行った。
７）　耐熱性試験：材質ＳＵＳ３０４、内径２０ｍｍ、高さ３５ｍｍの円筒型試験容器に
、潤滑剤を２ｇ入れ、所定の温度に設定した回転盤付恒温槽に静置し、蒸発減量を観察し
た。分子量が３８０未満の化合物については、試験温度を１４０℃、試験時間を２４時間
として試験を行い、分子量が３８０以上の化合物については、試験温度を１８０℃、試験
時間を１８時間として試験を行った。
【０１１５】
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【表２】

【０１１６】
　表２に示したように、実施例１～１０、参考例１～８の化合物は２０℃において液体で
あった。また、実施例１～１０、参考例１～８の化合物は、エステルを構成するカルボン
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固化温度が低かった。このことから、実施例１～１０、参考例１～８の化合物は既存のモ
ノエステルと比較して、優れた低温流動性を有することが確認された。
【０１１７】
　実施例７および参考例１の化合物は、比較例３～６のモノエステルおよび潤滑剤や可塑
剤として広く使用されている比較例７の化合物に比べて、分子量が大きいにもかかわらず
非常に低粘性であった。また、実施例７および参考例１の化合物は、比較例７の化合物と
同等の耐熱性を有していた。このことから、実施例７および参考例１の化合物は、非常に
優れた省エネルギー性と良好な耐熱性を兼ね備えていることが確認された。
【０１１８】
　実施例８～１０、参考例３～５および８の化合物は、潤滑剤や可塑剤として広く使用さ
れている比較例８の化合物に比べて、分子量が大きいにもかかわらず低粘性であった。ま
た、実施例９、１０、参考例３～５および８の化合物は、比較例８の化合物に比べて、低
粘性で、なおかつ優れた耐熱性を有していた。このことから、実施例９、１０、参考例３
～５および８の化合物は、非常に優れた省エネルギー性と耐熱性とを兼ね備えていること
が確認された。また、実施例５、７、９、参考例３、参考例５および参考例８の化合物は
、比較例７および比較例９の化合物と比較して、同等からやや低い摩擦係数を示し、良好
な潤滑性を有することが確認された。
【０１１９】
　比較例９の化合物は、分子量の大きさに対して低粘性であり、優れた耐熱性を有するも
のの、低温流動性がやや悪い。このため、省エネルギー性、耐熱性および低温流動性の性
能バランスが劣り、実用が困難である。これに対して、参考例５の化合物は、比較例９の
化合物よりも分子量が大きいにも関わらず、比較例９の化合物よりも低粘性である。さら
には、優れた耐熱性を有し、且つ低温流動性にも優れている。従って、参考例５の化合物
は、省エネルギー性、耐熱性および低温流動性の性能バランスに優れているため、実用に
適している。
【０１２０】
　比較例１０の化合物は、分子量の大きさに対して低粘性であり、良好な耐熱性を有する
ものの、低温流動性が悪い。このため、省エネルギー性、耐熱性および低温流動性の性能
バランスが劣り、実用が困難である。これに対して、実施例５の化合物は、比較例１０の
化合物と分子量が同等であるにも関わらず、比較例１０の化合物よりも低粘性である。さ
らには、良好な耐熱性を有し、且つ低温流動性にも優れている。従って、実施例５の化合
物は、省エネルギー性、耐熱性および低温流動性の性能バランスに優れているため、実用
に適している。
【産業上の利用可能性】
【０１２１】
　本発明に係る化合物は、従来、潤滑油などとして使用されている化合物と比較して、省
エネルギー性能、耐熱性能および低温流動性に優れ、且つこれらの各性能のバランスが良
好である。このため、潤滑剤としてはもちろんのこと、流体動圧軸受用の潤滑剤、一般の
軸受用の潤滑剤、含浸軸受用の潤滑剤、グリース用の基油、冷凍機油、可塑剤等としても
好適に用いることができる。従って、本発明は、潤滑剤を用いる全ての技術分野において
産業上の利用価値が極めて高い。
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